
No. 56 
昭和 49年 7月20日発行． 毎月 2 0 日発行

特集： 海外農林業開発協力懸買論文要約

論文の部 その 1

．
 
財団法人海外農業開発財団



海外農林業開発協力懸賞論文の要約

まえがき： 昨年末実施 した「海外煤林業開発協ガ懸賞論文」については，

多数の応募を頂き深謝しています。 この 5月 25日に決審を終り ， 5月 2日

には入選者の表彰式を行いま した。これら入選作については． 「海外技術協

カ， 4, 5月合併号」 （海外技術協力事業団 ）， 「農業富民．別冊」 （財団

法人．富民協会 ）． また当財団からは「農業開発 ジリース・, 7」として発行・されているので， ご承知のこと と思います。
入選作はもちろん ですが，選外作につい ても，今後の施策の参考 となる貴

重なご意見が多 く，したがって要約した形で全組を活字にするこ とにしま し

た。編集の順は応募順です。幸い本誌もあ と5巻をもって一応終刊 となりま

すので，選外作の要旨をこの 5巻にあてることにしま した。論文については

2巻，アイディ アについては 1巻をあてる予定です。

この要旨のまと め匠あたっ ては，特に論文についてはできるだけ原文を 引

用 しました。 それはカッコ で示 して あります。ほ とんど原文のまま ですが，

文のつなぎや当用漢字の関係で，多少訂正 したこ とをお断り します。また頁

数の関係から，貴重な図表などは割愛せざるをえませんでした。なおアイデ

ィアの部は中田正一執筆の 「ニュースレクー 116.13,14」に掲載された

ものに，多少の補箪を しま した。

．
 

ここに，懸賞論文妬応募された方 々に深 く敬意を表すると ともに，本誌の

終りにあたる 3号を飾って頂いたこ とに謝意を表します。

（編集部山田宗孝 ）
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論文の部 要旨

「海外農林開発についての問頭点及ひその解決

ー 主要国別に論及」

増井康夫（東京）

永年， 海外での I災林関係の検査陀従事された体験忙もとづい て， • 各· 国別に

問題点が論じられている 。その基調は，わが国の股林物の需給情況，貿易立

国の立場から，海外忙おける開発は長期的に策定 し， 官民一体 とな った総合

的。有機的施策の樹立が肝要だとしている。

食租については将来に不安もあるが，国策として十分に検討されているの

で，食糧以外忙ついて， 特にクイと インド ネツアに重点をおいて国別妬論及

されている。

1. クイ

(1)飼料作物。メイズ，マ イロ，クピオカの生産と輸出の現状を簡単に述ぺ，

この国の飼料生産にさらに安定した基礎を与えるためには（イ）連作による地カ

低下への対策，（口）瑞漑による生産地域の拡大が大切だとする。

前者について は豆科植物による地力回復があるが、こ のためには豆類の価

格安定も必要であり，また交配品種の導入と共に施肥の指導についての協力

が必要となる。

(2)油脂原料。大豆については事業団の閲発協力がなされているが，産地は

奥地忙あり ，品種も病虫害に弱いのが問題である。 ヒマシ種子については，

わが国の期待は大きいが，それ には一定地区をエス テー ト化し， 価格保障の

措置が前提条件である。

(3)畜産物。南ク イを除い て他地方には口喘疫があり，これが 生肉の輸出を

阻害 している。南クイば産業に恵まれず，ク イ政府はその開発を願っているか

ら， この際，南ク イを重点に港湾設備ゃ遥力事情の改善など基碇問題に協力

することから畜産開発に着手することが望まれる。
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(4)水産物。従来保蔵上の点からその品質が問姐となった。これには逗力事

情の改善が必要である。同時にバクテリヤ・テストの整備など衛生管理妬つ

いても検討を要する。また，今後はエピだけでなく海．淡水魚の接殖にも協

力する必要がある。

その他一般的匠は， 総合的試験 ・分析機関やメイズの交雑種の試験と採種

の農場の開設が望まれる。

2. インドネツア

慢性的な米不足状態にあるので，メ イズ， クビオカなどの翰出も安定した

ものでない。畜産は宗教上の戒律からその奨励は容易でない。

(1)飼料作物。現在メイズについては，わが国の官民による開発がなされて

いて，最近は交雑種子の導入も考慮されているので，将来の発展に期待が寄せ

せられる。

(2)油脂原科。1:::マツ種子についてはクイの優良品種を導入し，エステート

方式によれば，安定輸入ソースとして期待がもてる。

ココャッ．アプラヤ・ンもエステート方式によれば開発は可能であろう 。

(3)林業 ・水産業。カリマンク ンの林業に対しては道路その他の援助．水産

業については電力事情の改善など基本問返の解決が必要である。

(4)その他。この国では輪出品目について，国としてこの規格が定ま ってい

ないので，輸出炭産物は低 く評価されている。この解決忙は殷産物検査所の

設置．検査楼関の整備が必要であるから，資金的裏付けと共に指導者の派遣

などの援助が望まれる。またクイ国 と同様に総合試験・分析機関の設罹も望

まれる。また貿易上のネックとしてのランデット ・ファイナル紺りも検査機関

の整備によって解消される。

3. その他の東南アジア諸国

マレーシアは現在，政治的に安定しているので，林産．水産についての開

発の余地は多い。フィリピンはバナナで成功を見ているが，今後は林業，水

産に対 しての援助が必要である。ベ トナム， ラオス．カンボジアの 3国妬つ
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いては，当分国内の需要を満すのが先決問題で， 政体の安定をまって開発輸

入を考えるぺきであろう。

4. インド

開発輸入と しては飼料と して の油粕類がある。このうち落花生粕は近年わ

が国へ年間約 15万 トンが輸入され ている。 インドの落花生栽培はぽとんど

が天水に依存して いるので，将来灌祇施設に対する援助をなし，品種改良と

価格の保障が伴えば，開発妬は大い忙期待がもてる。棉実粕については品質

が劣り ，輸入繭は少ないが．搾油技術を改善すれば有力な輸入ソースになる

と思われる。

5. プラジル

大型船舶による輪送位の節減から，最近この地域の農産物や鉱産物の輸入

が見直されてきた。輸入先の多様化からも ， プラジルのメ イズや大豆に期待

されてよい。その開発には資金援助と共に生産物の最低価格保諒が必要であ

る。後者には多大の資金が要るので， プール機関の設立も考えられる。

6. 豪州，その他の国々

豪州はその国柄からも閲発輸入の対象と しては格好の国である。束南ア、ジ

ア諸国の場合とは趣きを異匠するであ ろうが，方法妬ついては変らない と思

われる。その他マダガスカルの畜産，水産，台湾のアルペ ン牧畜業などが考

えられる。

要はケース・バイ ・ケースに慎璽に考慮 し， 開発の結果が相手国の利益に

つながり ，その政府及び国民から感謝されるもの でなくてはならない。

「ラオス王国 ，oA:ti NA PHOK新村における養蚕開発

計画案」

財団法人 麗沢海外開発協会

この論文は， ピエンチャ ン市北東約35キロ忙あ り，す でに日本政府に よ

り農地造成の完了 したBAN NA  PROK地区， 6 0 0 ha についての
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麗沢海外開発協会に よる， 養蚕を主体 とした開発計画試案である。

具体的設計の記述に先立って， ラオス 国の情勃，風土の概要，一般経済事

情，狡蚕業の現状な どが瞑説されている。また婆蚕業の指導開発についてわ

が国が協力した経過妬ついても 論及さ れている。

この地区の農地造成は， ラオス政府の要請により， 1 9 7 3年 2月妬日本

政府に よって落手され． 「同地区 6D D ha に 5D O ha余りの耕地と主要

道路約 11キ ロ， ｝災道約 17. 5キロが造成され」同年 7月20日匠ラオス政

府忙引渡されている。ラオス政府は ここに 2D 0家族の雄民を入植させ． 5 

つの集落からなる新 しい村を建設 したい意向である。

閑発計画は(1)新牒村の組織 と目標，（2）造成計画，（5）養蚕指導要項．（4）施設

計画，（5)資材計画．（6）建設役計画匠わけて 詳述されている。

(1)の新殷村の組織と しては．この地区忙養蚕協同組合を高所か ら指導する

ために ．ラオス蚕菜開発委員会の設立を前提としている。また，こ の組合に

は将来，製糸施設を設置して，集荷 した繭の加工をする。また． この名且合匠

は中心 として巻蚕普及所を置 く。

．
 

生産の目標 としては，入植者匠最低 1ha の桑園を造成させて． 当面，雨

季に 5~ 6回蓑蚕させ，年間 40 0キロ程度の収繭をする。別に飯米自給の

ため 1.5 ha の稲作をさせる。

(2)の造成計画は，桑園については第 1年度 40 ha,第 2年度 10 0 ha • 

第 3年度 60 ha.合計 20 0 ha とし， 別に水田 30 0 ha を造成する。

(3)の指導要項と して， 牒家陀 ついては 4戸につき 1棟の蚕室，計 5棟匠対

し指導する。普及員を 2名おき， 1名は養蚕指導． 1名は桑園管理をする。

ほかに日本人技術者を派遣 し， 稚蚕飼育、壮蚕飼育，晨業吸械，桑圏管理な

どの総括指導妬あたる。

要蚕は 5~1 0月の雨季間K 5~ 6回行ない．収は目標は年間 40 0キロ

で， 箱当 り収蔽祗は 25キロ を目標とす る。湘漑施設が完備すれば将来乾季
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の養蚕も可能となる。

桑歯1は中塑トラククーの利用ができるよう vc.畦間 2.5 m,株間 0.5 

0. 7 5 m, ha当り梢付本数を 5,3 0 0~ 8, 0 0 0本とする。

(4)の施設計画としては，（イ）本館 (2階殖，延面梢 40 0平方m），（口）稚蚕

飼育場 （面禎 38 0平方 m).じ）種繭飼育場 （面禎 21 0平方m ），（⇒乾祇
施設（貯繭庫 24 0平方m,乾西室 50平方m ）， （対大殷機具 とその収納庫

とその 整備施設，（→技術者のための住宅，（卜）殷家の蚕室 (4戸匠 1棟,2 1 0 

平方m ). （分遥気施設 （最高 10 U罪が必要 ）． （リ）用水施設 （ナム ・グン川

の利用．さたは深井戸利用 ）などがあげられている。

(5)の脊材計画には，大型ト ラククー 3台・ 中型 トラ ククー 10台．耕転機

1 0台とそれらの作槃機．車輛と してトラ ック 3台，オートバイ 10台．稚

蚕飼育槻．蚕種裂造用器械，股蚕具その他整備用器械．備品などを あげ，概

算 10 0万米ドルとする。

(6)の造成貨として．榮園及び水田造成i,lt2, 400万円．施設貨15,600

万円，資材費 8,5 0 0万円，予備貨 50 0万円．総計 27,000万円 (10 0 

万米ドル ）を 必要するとし，その内訳をあげている。

最後妬蓑蚕の経済性妬ついて険討 している。 「平均国民粗所得は 19 6 8 

年推定侭よると 1人当 り65米 ドルとされている が，現在純所得は年間200

ドル前後が見込古れる。本計画の 1屎家当 り収繭菌 40 0キロを生産し得た

とするならば．繭価をキ ロ当 り1.2ドルとすると年間所得は 48 0ドルとな

り，生産資財費及び償却費は年間 18 5ドルと 見込まれるから．純所得は

3 0 0ドルとなり・・・・・・一般の平均所得より多い。その上，主食は自家生産

されるので 再生産への投資は可能 ．．．．．． 」 と結論 している。

．
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「海外農業協力の問題点とその改善策j

岩佐浚吉（茨城県）

この論文では，最初vcわが国の経済協力の実態について論 じ，わが国の援

助総額は 19 7 0年以後急増 し， 1 9 7 2年には総額 27 2 5. 4百万ドル と

世界第 2位となったものの．その 95％は紐付きであり ，これでは経済至上

主義と非難されても止むを得ないとする。この非難を夜ぬがれる忙は．今後

「無償資金や技術協力たど．見返えりを求めない協力の割合を増加すること

によっ て， 国の姿勢も内外妬示す努力が」必要であるとする。

東南アジアの国々では．農業の振興が経済発展の基盤をな しているから．

特にこの地域に対 しては贈与の割合を多 くするとともに，見返えりを求めな

い殷菜協力に直点をおかねばならぬとする。 しかも ．技術協力は人と人とを

通 じてなされるものであることを考えるならば．政府は「いっそう股業の技

術協力を重視し，その画期的拡充を井る必要がある」とする。

本論 として技術協力実施上の問題点としてつぎの各項にわけて論じている。

(1)相手国の希望を謙虚に開 くこと。途上国の中には援助臥IIれ して，貰える

ものたら何でも貰おうとする気持の強い堪合もあるが，逆に押しつけられた

援助に， 自尊心を傷つけられて反撥することもある。

(2)各方面の専門家による調査研究，既往の知見などを総合し， 各国ごとに

技術協力計画原案を 作 っておく こと 。過去には．協力の初歩的段階の調査を

派遣者にゆだねたため，技術者の能力を減殺した場合が少なくなかった。

(3)派遣技術者のあげた成果は両国政府へ反映させ、常に関心が注がれるよ

うに仕向けること。 このためには，連絡員を しけしば派逍し， 相手国への情

報の提供 と， 派遣者へのバック ア ップをするのも一方法であ る。

(4)待遇の改善。派遣者への報酔は．近年やや改善の方向にはあるが，国際

水池からは低い。 「途上1国では報酬の額妬よってその人の価値を定める」傾

向も見られるから， 日本を代表する者の立場から「外交官に池じて改善妬努
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力することが望ましい。」

また， 「家族同伴を基準とするよう ． 制度の運用を改める必要がある。 ••

出稼ぎをすすめるような速用であっ てはならない。」派遣期間終了後の退職

一時金，恩給年限の延長通算，現城への復帰や再就耽の世話など， ぎめ細い

取扱いをする必要がある。

(5)生活環境の整備。 19 5 0年iてアメリカがセイロンの東部で多目的ダム

を横築 した際の，派遣技術者の生活のための環境整備の例をあげて，このこ

とは現地の文化水準向上のためにも有用であるとする。

つぎ妬．I尖菜協力を推進するために．つぎの事項が必要だと提案している。 ~ 
(1)熱帯研究資料の整理。 「まず国内に政在，残存 している内外の研究業紹

を収巣 。整理し，．．．．．． 研究 。開発のための拠りどころとしたい。」とし，

これによって派逍者は事前に対象国の袋業事情を理解できる。

(~協力研究グル ープの結成。各国ごと匠 ． これが困維ならば似通った国ご

とに．股業の各部門の権威者，学者，技術者からなる研究グループを結成す

る。また， このグループが派迎者への支援団体としての役割をすることによ

って， 派遣者に対し業務上の自信を与えること妬なる。

(3) 熱帯研究機関の充実。現在の熱研の充実ととも匹，現地へも支所を

設ける必要がある。 また国際イネ研究所の ような国際機構の設立に出資する

のもよい。

最後に， 「協力の成果を挙げるには，注ず人を大切忙する基本姿勢」が大

切で，現行の協力体制を再検討する必要があり ， こうした点を改善 しないの

なら「むしろ政府の二国間援助をやめて ．国際機関へ全額を出資」する方が

よいと 結論している。
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「日本の海外農林業開発協力の問題点としての開発法とその

基本的な考え方——輪入を中心に考えて」

大 高俊昭 （大阪府）

論者はそのまえがき忙おいて，経済協力，技術協力の現実について，まず

疑問を投げかけている。 「技術指導者として，各国忙派辿されている人々は．

その行動貨や事業伐の少なさをなげき ．折角の構想の半分も実現で きず，任

期がき て心残り した がら帰国」するのが実態だとし，また， 「その指導，実

紹の PR不足のためK,その努力は認められず，相手国から過少評価，時に

はムダ呼ばわりされ」ることも少くないとする。

そうした見地から， 「なんのための協力か」と問題を提起し，南ペトナム

に対するわが国の賠償に対するフランス人の感情，パレスチナ向け援助，米

陀対するイスラエルの反対などの例をあげ， 「開発協力の目的が明確でたけ

れば， とんでもない誤解と批判をうけることを十分に考慮すぺきでな力ころう

か」とする。

また． 日本は輪入匠ついては．通商行政上．原則としてグローパル方式を

とっているが， これに対するクイ国側の見解を引き ，輪出業者を含め相手固

側との共同理解が必要だとする。 この幸の結びとしては，開発協力の目的を，

対象国のための技術拗力，翰出振興のための協力，賓椋開発のための協力と ．

目的を明確にし，さらに「後進国の国民生活の安定と向上．特に煤家経済の

安定 ・向上を計る」ことでなければならぬとずる。

つぎに「何をどうすればよいか」について，クイの稲作慣行と緑の革命と

の関係，メイズ作の多年生作物への転換の実情等から相手国の「基礎構造を

十分確かめて ． その改善。向上を計ることが必要であり ••…• また流通面で

商品化の努力がそれなりの評価をうけるよう，検査制度の確立等も」必要だ

とする。

必要事項として， 通訳をかねたア、ンスクン トの同行， vポートの提出，専

門家の養成．現地指導者の痰成所の設置などをあげている。
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さらに「成功例と失敗例」の章を設け，インド の稲作指導股場，＇ービルマの

トウモロコツの育種 と指導， カンボ 、ジアの牒業センクー．民間会社の競争，

在外公館の消極性等匠ついて批判し，成功例としてはマレイツアの稲作指導

をあげている。また，調査団派遣上の注意妬 ついても 意見が述ぺられている。

最後に「今後の課題」として， 安定輸入の 問題 と紐つき協力との矛盾をど

う調整するが直大だ とする。ク イのひま 種子綸入とグ ローバル方式の矛盾か

ら， 「必要な原料作物については．特定国に限って， 輪入最の5 0 ％を確保

するくらいの相互協定がなされ」てもよいのではないかとする。 そして閉発

釦力に当っては， 輪送方法の改善．品質の改菩．価格安定のための取引所の ~ 
設個など陀ついても 協力のわ くを拡げる要があ るとする。

豆者は「抽象誨のみにて． 具体的例示な しに 必要枚数 とな った」と結んで

いる。

「日本の海外農林業開発協力の問題点とその解決法

平松敏雄（札滉市 ）

初めに「農産物開発輸入問題の背景」として鼻殷林省の ＂J設 産物需給の展

望 と生産目標の試案 ”， 財界と虔棠団体首脳による ＂国際化に対応 した煤業

問題懇談会の提言 ”， 殷林省によ る食様需給事情調査班の ＂報告書 ”からわ

が国の食程問題の実態を展望し．私見として「これに対処する主食対策 とし

ては．できる限りの麦類増産と．輪入小麦に代樅するための米増産忙よる米

飯奨励が緊急課題 と言える」とする。しかし， 年闇 4万ヘククールの水田の

製廃から して将来の食柑危棧を憂えている。

それでは． 「開発倫入の狙いをどこに求めるか」。 長期の安定契約輸入に

より 1憶国民を飢えから救うほかに道はないが．それには「開発輪入の調査，

長期 ピ、ジョンの策定．灌漑施設その他の社会資本や腹業技術に対する祖極的

な援助が」必要だとする。

つぎに現在なされている 聞発輸入の形態の多様性について触れ， 開発輸入
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に占める殷産物の位置は， 件数で約 20 ％，金額で推定 10％とその低位性

を指適する 。

論旨は一転して， 「過去の南進政策の破たんと反省」 となり ．こ の過去の

破たんを教訓として 今後の開発輸入を考えねばならぬ とする。すたわち・経

済援助，輸出入政策の全体陀ついて質的再検討が必要なのである。

さら匠論旨はプランテ＿ジ ョン匠及び，通産省の ＂わ が国企業の海外事業

活動調査報告善 ＂から，閑発翰入企業の朕林業の場合，その過半が赤字経営

の実態から．戦後の プランテージ ョン経営のむつかしさを指適する。同時陀，・開発輸入は「現地農民の低位で，零細な没業を圧迫する こと になるから ．現
地牒民や炭業と国益 との調和をど うするかが ．．．．．． 今後の課題」だ とする。

この調和に比 「人の問題．民族問題，旧慣調査，資源，政治形成．宗教な

ど」を研究 して， 再検討すぺきだ とする。

そのためには現地住民の民度の実態に即さねばな らぬが，民度の「一つは

生活内容であり．いま 一つは民族の性情」忙わけられる とする。生活内容に

ついては・インド，フ ィリピンの食生活の実態から， こう した地域からの開

発翰入忙は，現地の需要を充す こと を第一義とせねばならぬ とする。この点

か らは，開発輪入より も・ 「各国からの通常翰入忙期待するのが本筋」だ と

する。

．
 

また，プランテージ ョンの場合．わが国の熱帯地城の農業技術は貧困であ

るから．開発即研究の体制 とと もして，政府の直接関与．民間の埠合は本社の

意識革命も必要だ とす る。

第二の民族の性情については，異質文化圏だとの認識を深める要があり ，

その例 として， クイの社会集団と しての異質性をあげてい る。

こうした観点から， 「開発翰入を経済進出の一つの形として推進する こと

は危険である。危険 と言うよりは成果陀乏 しかろ う」 と指適して いる。

結論 として， わが国の発展途上国に対する姿勢につい てのアメリカ側の疑

問と不信の言葉を引いて，殷産物開発輸入忙は現地に和着 した在り方で臨ま
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ねばならぬと している。

「日本の海外農林業開発協力の問題点とその解決法」

今 井 一郎（ 鳥取県 ）

箔者も殷林省の 食`料需給表 ”"股業白書 ”を引用して， 「結局わが国の食

租自給率は 40~5  0％と推定され，ほぼ半分は海外に依存する状態」であ

り．また木材についても需給の 60％は海外に依存 して いる とする。

ついで FAOの年次報告，わが国の世界食稲浦給調査団の報告から，世界

の及林産物の需給事情を展望し，他方， エカフェの世界人口妬ついての行料 ~ 
から今後の人口食糧問題を考察 し． 「食栢自給率の低いわが国が，経済大国

の名のもとに海外の余剰牒産物を諭入 しつづけることは」容易でない とする。

木材についても事情はさして変らない。

こうした事情の打開妬は「国内自給率の向上に努力する一方．輸入の方法

忙ついても再検討を迫られている」とは言うものの，わが国股菜の現状から

は容坊でなく ， しかも公害による規制．I設村の都市化などの逆条件によっ て，

「生鮮食料を除いては，特別の保護政策によらたい限り ，国内自給率の大き

な向上は極めて困難」だ とする。

したがってこの問題は「海外からの輪入をどのよう妃 して安定的ルー トに

のせる」か妬ある として，開発協力の意義妬ついて考察し． 「日本への輸入

を第一義としたやり方では成功したい」として過去の例を引き ， 「現地国の

食租需給の緩和，住民福祉の向上，その経済発展などを第一義とする姿勢を

忘れてはな らないとする。

つぎ陀，今後開発の期待される地城と して， 熱帯湿地林をあげ，その面栢

1 6億ヘクク＿Jレのうち 35％は股耕可能だ とする。 しか し．こ の地城の開

発研究を本格的に進めること を提言する。

さらに当面開発を急がねばならぬ地域と して， 東南ア ジア地城をあげ，距

離的にも近 く，ま た台湾や南洋でのかっ てのわが国の経験が生かせるとする。
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ただ，問題点として， 「巨額でしかも 長期にわたる汽金の投入を」 要する

こと，インフラ施設の整備を伴 うこと をあげている。一例として西 ジャワ で

泄漑施設を整備すれば，増産は容易だ としている。

また開発の基礎となる熱帯煤業研究センクーの強化，現地妬試験殷場や技

術普及指導センク ーの設置を力説して いる。

この開発との1m聯忙おいて． フィリビンの投資奨励法や輸出奨励法．イン

ドネツアやクイの外資／re.対する動向を指適して， 「各固ともほぽ共通して輪

出指向的産棠お よび高付加価値産業が」奨励業種として位置づけされている

が，各国のナジ ョナ リズム V入助向からして， 「あくまでも現地国政府との理

解 と信頼の上に立っ て」こと を運ぶ要があるとする。

最後に，経済 5団体匠よる「発展途上国忙対する行菌』の指針」また「東南

アジア地城国際企業調査団報告」を引用し．協力に際 しては，異質文化忙対

する理解と固除的視野を広める こと が大切で，結局は現地匹派遣する人材の

選定が根本となると結論 している。 さら匠付け加えて， これらの根本対策に

は独立した省を設ける要があるとしている。

．
 

「東南アジアにおける糖業地の選定はかくすぺきである」

倉光正治（渠京都）

最初忙節者は，甘味資源としての各種の植物をあげ．生産される糖分の性

牧，その製造法匠ついて概説し，ついでわが国の分蜜糖輸入量とその価格関

係を要約 し， 将来の需要祉を予測する。

そうした需要の増加匠応ずるため「選地立案指導」が必要だと して， 甘照

栽培上の必要条件を，気温，降雨醤，淋漑，土質，地下水，湿度，季節風，

日照，品種等について 詳説 し，甘熙洪業とその機械化の必要から，その 15 

トン当 りの生産貨を つき9([)ように試算 してい る。
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（単位ドル ）。

殷湯所要機械 （付属器を含む ）

プルドーザ D 8 1 ム仁コ、

トラククー 60PH 6台

1 4 PH 1 0台

，，ヽー ヴースクー 4台

トレーラー 1 0トン 1 0台

トラック 8トン 8台

クレーン．トラック 4ム
ロ

スプレーヤー 5台

ジープ 3台

試験用楼具

計

部品並び妬予備贄

（単価）55, 0 0 0 

7, 5 0 0 

2,5 D 0 

4 D, 0 0 0 

1, 0 0 0 

1 2. 0 D 0 

1 8, 0 0 0 

2,000 

5,lJ O 0 

合計

減価償却 5年とすれば 1年当 り

肥料 ・殷業貨（ 4,0 0 0 ha) 

人件伐 （50 0ドル X 2 0 0人X 1 4カ月）

（計） 5 5, 0 0 0 

4 5,0 0 0 

25,000 

• 1 6 0, D O 0 

1 0, 0 0 0 

96,000 

7 2,0 0 0 

10,000 

15,000 

30,000 

5 18,000 

103,600 

621',600 

キ 12 0, D D D 

4 0 -□, 0 0 0 

1, 4 0 0, 0 0 0 

計

机

一

合

金

計

1 2 % 

1, 9 2 0, 0 0 0 

230,400 

2, 1 5 0, 4 0 0 

2, 0 0 0トンの耕地白糖工場建設買

1 5年依却 として 1年当り

工場関係人件貨 (50人 X 5 0 0ドル X 1 4カ月 ）

金利． 1 2 % 
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1 3, 0 0 0, 0, 0 0 

B 7 o,o o o 

350,000 

1 4 0,4 0 0 

．
 

．
 

ha当り Cane 生産最を 70トンとすれば 4,0 0 0 ha で 280,000トン

（トン 当り 7.6 8 ドJレ）



原料• Cane 代

計

2, 1 5 0, 4 0 0 

3,516,800 

Caneからの白糖 12％生産 とすれば， Suger 生産危は 33,600M/T。

Sugar 1トン当 りコスト 1 0 4.ド ）レ 66 

． 
以上の試算の後，現在．わが国陀は裂糖工場の設計．その運営（てついての

経験者の とぼしさを指適 し，最後匠わが国は「世界最大の輸入国ではあるが，

今迄に培かった半世紀の糖業を持っているので，生産地忙行き指導せねば，

石油の轍を踏む心配なきにしもあらずである。開発輸入なんてケチな考えで

なく ・滋発援助でなくては， 日本の技術は現地陀芽生えたい と確信する 」と

結んでいる。

なお，砂糖匠関する付表 5.付図 8が添付されている。

．
 

「ラオスにおける蔑業開発協力の問題点と解決法j

小山 浅次郎 （岩手県）

箔者は 3年間， ラオスで 日本青年海外協力隊員 として．養蚕指導忙従事し

た体験から ．開発協力の対象をラオス国匠 しtまっ て論じている。

最初vcJ及民がその生産物を販売する途は，朝市と夕市の機会しかな く， し
たがって・ 「生産された木 のはその日の うちに販売せねばならぬの で， 売れ

残 りを心配 して多 くを 生産 しない」 実情から，今後，市場面の改善と共陀，

貯蔵海設の設置が必要であり ，他方,J災産物の海外輸出，殊に加工製品によ

る倫出が頂要だとする。

つぎに，本論と思われ るラオス股業開発上の阻止要因と して 12項目をあ

げている。

1. 今迄は内戦に よって 治安が不安定であ ったばかりか，国家予算の 60 

％が軍事に使われた。

2. 雖民の数は 70万人と も言われ， この ため陀難民局も設けられてい る。

しかし，難民は故郷へ帰る希望をすてたいので，開拓には其剣さがない。
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3. 農業開発は戊業局が担当しているが，経済省内の 1局で，その予算も

少ない。 省に昇格し，予尊を増加する必要がある。

4. 農業技術者の数が少ないばかりか，実地の技術vcうとい。 早急尻J没業

の各部門陀普及員制を設けて． 実地指導にあた らせる。

5. 未開発地の開発よりも，槃約殷業の発達を先行させること。

6. 雨季の実情をふま えての交通網の陪備が．産業経済の発展上，イ可より

も必要である。隣国クイの道路の発達．殊陀各地陀ある補修工事作業専務所

などを参考とすぺきである。

7. 首都ヴ ィエンチ ャンでも市場は 10カ所妬過ぎ だい。価格の決定にも

何らの規準がない。委託栽培なども考えられて よい。

8. 政府の朕菜開発匠対する姿勢妬も問践がある。外国援助忙粒りすぎる

ので，外国のペースで援助が進められやすい。

9. 農業協同組合ら しいものは 2,3ぁるが．ほ とんど活勅 していない。

1 0. 農民の生産意欲が低い と言われるが，これは現金収入の道が明かれて

いないからで，委託栽培のク バコ については炭民は熱心である。 ゃ り方妬よ

っては生産意欲をたかめる ことができる。

1 1．浪業研究 I幾閣は一応あるが，研究員不足である 。フランスやアメリカ

へ多 くの研修生が送られているが．その効果は炭わ しい。わが国で集約森業

を学ばせるのが最も良いと思うが， この嚇合．言語が問話陀なる。現地で日

本語学校を開設 して， 研修生を受け入れ易くし てはどうか。

1 2.殷村では伝統や惧習に強く固執している。

ついで援助忙携わる日本の技術者に対 し． ラオスではラオス人の「習慣，

宗教が存在 している」 のだから． 日本とは違った地域であ るとのi忍諏の もと

に「日本人的な自我意説を捨てて， 現地人妬溶けこむ」ことが大切である と

する。

さら応ラオス陀とって外貨穫得が，国の経済発展に不可欠であるが， 目

下のところ は木材の輸出 くらいしかない。以前のコ ーヒー，茶などは内戦に
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よって消滅 した。しかし．将来妃ついては， 「パ イナ ップル，パパャ，その

他南国の果物の缶詰， 生糸，畜産物の加工， クピオカ妬よる澱粉および飼料

の生産，綿，砂糖， コーヒー．茶，ニン ニク ． トマトの加工，薬草 と種類は

非常に豊窟である」と指適する。また，加工の楊合，生産がふえたから工場

を設けるのではた ＜． 「加工工場を先に設立し • •• • その加工産物は日本が無

． 
条件で輸入する方法でしか． ラオスの牒哭渫発I疋、よる外貨穫得の方法は見あ

たらない」 とする。

また・煤業指導上． ラオス語によるテキストの必要を強調 し．最後にこの

国の開発援助妃あたり ，（1）現地側の求めて いる援助がどのようなものである

かを理解すること ．（2)現地のI品業事情を確実に把握すること.(3)援助前の現

地調査を適確にする匠は，調査期間を最低 1年間とするか，現地の公館に煤

業専門の援助担当官を数名駐在させる必要を力説 して いる。

r日本の海外没業開発協力の姿明について」
佐藤 修 （水戸市 ）

当初に筆者は．（1）相手国の大衆のため忙なる協力であること ．（3協力は総花

的でな く， 拠点集中的で あること ，（3)漸進長期的であることを簡単に指適す

る。

．
 

ついで，人口増加の現状から，食糧の自給を最優先して考えねばならぬと

し．イソド ・スラート地方の労働者の 実情を記 している。そうした現状であ

るから，わが国の食糧や飼料が不足だからと 言っ て． 「これを発展途上国か

ら安易妬求められるだろうなどと判断することは大間違いで ．．．． 相手国の状

態が好転して， どの人種も生きるという原則に立っ て． 多少なり ともお返 し

をして」もらう態度でなければならぬとする。

また，インドにおける 体験から，協力陀ついて直ち陀反応を求めることな

く， 「与えるものは幸せなり」と の心境で・大衆忙接 しなければならぬとす

る。
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派逍技術者の要件としては． 「頑健で辛棒強く，語学も身陀つけている淋

床育ちでないこと」が要求されるとする。

さらに在公館については，技術関係の駐在官の充実，派遣技術者匠ついて

はその身分保証を改菩して，人材を確保することを提言している。

「海外協力における米の商品化と流通の合理化」

浅見 修（東京都）

箪者はこの論文のまえがきにおいて，世界の小麦 と米の生産蘭はほぼ匹敵

するが，国際商品としては， 小友匠比ぺ米のそれは約 1割妬過ぎない点をま

ず指適する。しかも，かって米の諭出の首位を占めていた束南ア、ジア諸国の

地位は，アメリカ陀とってかわられつつあるとする。これは東南アジア諸国

においては，米の生産は自給が主目的 で， 商品化は二次的な問題であり，人

ロ地が生産増を吸収したからであるとする。しかし，メ ーズなどの代替食品

の価格に比ぺ，米の価格の高い ことは． 将来の生産増と相まって， 国際商品

としての潜在力は強いとし，この観点から米の流通過程への協力を早急に採

り上げておく必要があるとするっ

つぎに米の商品化の問貼点として． FoodNationalismの傾向を指適し

ながらも ，米の生産については商品化を無視し得ないとし，技術上，（1）もみ

の乾燥，（2）もみの加工，（3)原料の確保 と貯蔵忙わけ て論を進め てい る。

もみの乾燥については， 収穫期匠雨季を迎える作期もあるから， 「乾燥の

合理化には，一途匠人工方式のみ妃依存する方向は避け．豊富な労働力と広

域な敷地とを生かす自然方式と，徴滅方式とを並用することを提唱したい。

．．．．．． っさり ，水分 18~ 2 0％迄の水分低減の段階では陽乾陀よる自然方

式をとり ．それ以後の仕上げは殺械乾燥に委ねようとする考え方である。」

とする。

もみの加工妬ついては，外固の金哨砥方式とわが国のゴムロール方式の比

較を述ぺ．今日の理論としては「研削，摩係の両者を適当な比率匠よる組合
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せで適用すべき で あり ， ．．．．こ のことはわが国独自の Knowbow に屈する。」

とする。続いてパー ボイル米の利点をあげ，その技術について．また経済性

について， 改めて検討を要するとする。

論旨は一転 して技術協力 への碁本姿勢尻ついて触れ，途上園の教育水準の

低い点に対 しては， 「こちらは教育者の態度を持する ことが必要なので，....

そのためにはてしない忍耐を求められる こと もあろ う， ．．．． 始めから期限付

きの技術協力は有 り得な いと理解すべきであ ろう。 しかも この期間は継続的

セなければなら ない。 」 としている。

最後忙流通殺構の合理化への協力について論じ，まずその Feasibility

紅ud:r の必要を指適する。ついで，加工工場の原料確保の点から， 自から

農場を経営するか，生産者との契約栽培などによ る必要性を述ぺ， もみの貯

蔵匠ついては，生産地での長期貯蔵妬は原則 として もみの形でなければなら

ぬが，スペ ース を要 し， 運送伐の増加も認めている。 ともか くこれ妬つい て，

「考えるぺき ことは， 保管貯蔵に必要な最低条件で最低の経貨で対応すべき

で，．．．． いたずら妬膨大な経骰を伴なう施設への近代化を目指 して はな らな

い。」とする。きた，市場取引への準備と して，商品規格の設定．商品 とし

ての検査，取引所の設定が必要だ とする。

結論として， 協力にあたっ ては「常妬相手の メリッ トを優先することが常

認であり ・・・・ 輪入・を目的に開発をしてやろうとする姿勢は途上国には通じ難

い。・・・・（ わ尻国が ）〗本格的に・提供 し得るものは ， むし ろ米に関する総合的
な Knowbow で あろう。 ••••こ の相手方の渇望に こ たえ ， 然る後 ， 二次的に

わが固の必要 とするものの閑発を手がけるこ とこ そ，兵に国際的視野に立つ

わが国の海外協力の姿 でなければならない。」と 結んでいる。
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「若人よプラ ジル．に移住を」

渡辺龍雄（栃木県 ）

冒頭，節者はプラジルヘの日本人移民の閣史を迩ぺ，明治以来現在までの

移住者の数は 25万であるが， 2世から 5世まで生れているので総数 69万

9千人に達している，＇ しかし， 「最近では毎年 50 0人位しか移住者がなく ．

これでは 70万人の後続部隊にならない。少くとも年VC2~ 3千人の若人の」

移住が必要だとしている。

ついで，移住関係の協定．移住者の職業別分類，近年のわが国企業の進出

に触れている。

つぎに．アマゾン地帯の地続，面禎，人稲．人口 ，気候，コッョウ栽培の

歴史，その栽培法を詳記する。コジョウ栽培の視察に関聯して，ペレーン市

からアルクミーラ植民地までの空の旅から，アマゾンの大自然の偉大さを讃

美して，若人の多をそそる。アルクミーラ忙荒いて，その地にある北伯農牧

試験分場の祗況について触れ，さらにア）レクミーラ植民地での日本人移住者

の活躍が記されている。

このアルクミーラの閉発は， この国の最大の国道， トランス 。アマゾニカ

によるものであるので，この大国追の規模妬ついて触れる。この国道開通に

伴う入棺者の条件は， 「現在，土地を所有していない， 1 8オから 60オ未

満の既婚者であること。無償譲渡される 31ロッテは，間口 50 0メートル，

哭行 2千メートルと．間口 40 0メート）レ，奥行 2千 50 0メートルの 2種

があり ，前者は国道妬面した土地，後者はその後方」であるとし，さら忙家

屋建築その他妬 20年賦の 5千ク）レゼーロの融資のあること，入植計画は 10

年以内に 10 0万家族， 5 0 0万人であることなどが記されている。

以上の条件を記 した後， 日本の若人の入植が希望されるが，その場合の要件

件として，（1）健康，（2）孤独に耐え，栢極的な精神・(3)現地への適応性とすぐ

れた技術と経営能力の持主，（4)豊かな人間性，（9わが国の移住青年について

の啓袈と指導．経済援助の確立をあげている。
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最後厄移住事業団への資本の増加，ボル トガル語の学習，配偶者の選定

について述ぺ． プラ・ジル開発の必要とその有望性から， 「こうした日本の若

人の移住を最も容易なら しむるよう． 国と して移住者に対する移住地の正 し

い啓蒙， また経済的，精神的援助に全力を傾注すぺきであろう 」 と結んでい

る。

．
 

．
 

「海外腹林開発協カ プロジェクト試案」

西沢正雄（埼玉県）

筆者は 19 6 5年末からラオスの日ラオ農牧実習センクーに 1カ年．続い

てバ ジアモ 、ン難民訓線センク ーに 1カ年，青年海外協力隊員 として勤務 した

体験を回顧 して・ 東南アジア地域に対するこの試案を書いている。

東南アジアの産業と言えば農業であり ，その主体は米作であることから・

その中心はデルク地帯であるとする。ここは自然条件に忠まれていて増産の可

能性は高い。 しかし，それ陀は水利の改善，改良技術の普及がなされねばな

らない。

ひるがえって・わが国の援助の在り方を見ると， 「そのむつかしさは ．現

地事情妬関する知識の皆無」によるものではないかと疑問を投げかけ， 「旧

宗主国であった欧米諸国に比ぺ，わが国では十分な情報．予備知識・文献，

資料は数少なく」これに対し會分散した資料を集める必要もあるが．また旧

宗主国の技術者の よう 妬，長期滞在による指導が不可欠だとする。この後者

の点は，わが国では熱帯J品業の経験のとぼしさからも必要だとする。さらに

派遣者に対 しては帰国後の配慮が不足だとする。

また，途上国の朕業情勃から察して．肥料，農薬，股菜機械等の生産資材

の直接援助が必要ではないかと説 く。

最後に試案と して， 面積 50 0~1, 0 0 0 ha程度のパイロット。ファー

ムの設置を提案し，ここに(1)模範展示圃，（2）農産物品評会・啓蒙グルー プの

結成．（3)技術訓練，（4）病害虫発生予察その他の研究を行うと している。
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最後に． 「相手国政府のスタッフと日本人技術者が，長期的陀長い目で併l

発援助を行うならば．今までとちがった意味での開発援助が可能と思われる。」

と結んでいる＾

「南米 コロンピアの林業開発j

西脇 寛治（ 東京都）

筆者は 19 6 8年末まで 3年間，コ ロン ピア国に在住し，木材開発にも関

係 したことから，この国の木材開発の 可能性につい て論 じている。

最初にコロ ンピア国の概況を述ぺているが，要点としては．太平洋と大西

洋忙またがる地理的利点を持っ ていること．従来コー ヒーのモ ノカルチ ュア

国であった力ら近年その脱皮に態命に努力 していること，政治的には共和制

で安定しているが，経済的には米国への依存度の極めて高い点があげられて

いる。

つきvc木材事情として， つぎの数字があげ られている。

森林面禎 （原生林 ） 47,600千ヘクク ール

人工造林面で七

伐採贅 {1965)

裂材唸 {1965)

5 0 II 

9 3 3千立方 メー トル

5 0 5 ” 

輪出は悛材 したもので げ 19 6 5年の対米輪出屈は 14 6千立方メートル

であった。

さらに，太平洋側妬は木材専用港の Tumacoのある こと．木材業者は資金

力匠乏しく ．対米諭出は米国資本の苛酷な条件でなされている こと．したが

って， 日本の援助を切望しているとする。

この援助に望まれる技術問題として．（1）日本の専門家による木材の選定指

導(2)伐採技術の指導，（3)合板加工の技術指導の 3項をあげている。

さら妬大きな 問題と して，こ の国の地勢から，秘出港迄の翰送が企業化へ

のネックだと指適 して いる。
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結論と して． 以上の情況か ら開発を推進する忙当っての問題点と して， （1)

開発は技術提供の形で進め， 付随的花投資の形をとる。 (2)原木の国内輸送問

題を根本的に解決する。 (3)現地での合板加工に よる製品輸入が両固にとっ て

メリ ットにな る。(4)この合板加工を合弁企業で行う。(S)外合導入と為替管理

がきび しいから．わが国と して は資源確保を第一義とし，利益は再投百の形

で現地に選元する。

以上の提案か ら「太平洋をへだてた対岸に眠れる資源の宝庫があり ，し か

も日本からの技術指導を求めているのであるから．わが国と しては早急、に実

地調査の上，開発の具体化を計るぺき」だと結んでいる。

．
 

「海外の農林業開発に対する日本の協力についてJ

森 友政勝（ 福岡県）

筆者は 13年間，関発途上国 8カ国で過ご した経験にもとづいて，開発協

力について の一般論を述ぺている。

最初に．わが国は国民総生産で世界第 2位の経済成長をとげたが，その裏

には途上国か らの資源の供給があったか らで．今後も海外脊源への依存度は

益 々たかまると する。 この現状に対し，わが国の「その協力ぶりは，すこぶ

る消極的で低調である。 」 とし． 対外援助額の少なさを数字をあげて示 して

いる。

本論に入 り． まず協力．事菜の内容として． 「その資源を最も豊かに．容易

に産出する国や地方は， どこであるかを見出すこと」で あり ，つきWて協力の

体制を整えることだ とする。

具体的には澱粉資源の開発にはク イ， マレイ ジア，イン ドネジア，フ ィリ

ピン の畑作地帯であり ，原科と してはク ピオカ骰粉事業が有効であるとす る。

同様に，米，小麦， トウモ ロコ 、ン，大豆，油脂資椋， 肉牛，森林資源など

について対象とすべき国や地方をあげてい る。

つぎに事業主体は相手国政府 とし， 「相手国の国民の衣食住を優先的に供
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給する措置をとる」 ように条件づける。主体制の明確を欠いて苦労 した例と

して プノンペ ン地方で実施 した米の資源開発プロジェク トの例をあげている。

また，第 3点と してプロジェク トの設定に触れているが，従来は 「総花式

に小規模のプロジェク トを多種多様vc.モデル ・ファー ム式にやってきた観

がある。」とし，今後は大型プロジェク トを設定し，人と物と金とを抱き合

せる援助方式をとるのが望ましいとする。その例と して， FAOのス リ・ラ

ンカでのマハベ リー河による水田開発プロジェク トをあげている。

さら妬要助の仕方は多種多様にわたっていたが．これは事情の許す限り ，

政府ペースによる技術援助と無償資金援劫陀より ．紐付援助は避けるべきだ

とする 。

さら忙また，実施体制の整備につい ては，従来の機椒を総合した事業公団

の設置を提唱する。

最後厄プロジェク トの横成とその推進について論じ，その性質としては，

各種産物を対象に大型プロジェク トとし， 1プロジェク トは数千ヘククール

の規模で， 日本人技術者も 50人以上から編成するものとする。プロジェク

トの外側には普及指導牒家も設定される。これに要する資金棉成や流通臼金

につい ても論及されている。

実施については，事前調査の必要性．協定の締結，J災場の内容その整備．

J災民指導．生産物の日本への翰入，上級峨員の日本研修等事こまかに論及し，

終りに産品処理につい ては有償貸付であるとともに．安値で値切ることのな

いよ うにとの注意まで している。

結びと して， 以上の論旨を要約 して． （1）相互理解の下に協力要請をとり つ

ける こと，（2)十分な調査の後に実施する こと，（3)プロ ジェクト の大型化，（4)

技術協力と経済援助とを結びつけること．（5）派逍専門家を グループ単位に組

み合わせる こと,(6)そのための人材確保とその訓練．研修に努めること，（7)

国内で事業公団を新設する こと．（8）開発 した産品はわが国へ輸入する ことと

している。

．
 

．
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「開発途上国における日 本の理念」

笹崎秀則 （長野県）

箪者はまず，わが国の「外交政策の展開は常に貿易拡大というナ ツョナル。

イン クレス トの追求が前提条件で」あったとする。 しかも 一方において・人

造製品の翰出により ，途上国では銅，スズ，羊毛．天然ゴム． ジュ ート など

は伯下り頃向にあり ，こ のため先進固との格差を広めるので，途上国では吐

移的焦煉感を深めることになっているとする。・他方，わが国の戊業は，経済成長とは棗腹に．殷菜所得はJ災菜の主体では
なくなり ，専業農家でも食柑管理制度に依存している現状で・第二，第三次

産業との所得格差は益々大き くなっている。しかるに．世界的な食粗危機の

現状，石油ゃ大豆の高府は煤産物の値上りとなり ．国民の生活をおびやかし

ている。これは「他力本願の自主性のないJ災政では．ーたび輸出国で異変が

起ると．面接忙台所へひびいて くるのは必然である」とし，一端，休耕田と

たったものは，容易に元へもどせないことから，今までの疫業軽視のやり方

をやめて，食柑の国内の安定供給を計る必要があるとする。

． 
「国家百年の列島改造を考えるならば， ゴルフ坦よりも牧場を造る熱意で

荒廃 しつつある農山村に光をあてる」血の通った戌政を切望すると力説して

いる。

論旨は一転して， 途上国への援助問題に移り ．わが国ではこの開発を一紐

の使命感のよう匠受けとられ易いが， 「安易な使命感が露骨匹出ると．たち

まち開発途上国における国家主義の反撥をうける」 とし． また． 「露骨なも

うけ主義に対するだけでな く． 日本の急激な経済進出が．相手国経済を緑屈

化させる不安を与えている」から．野放図な経済成長へ の自制を必要とする

としている。

つ ぎに股業援助には 「どのように して農業の増産をはかるか．給送．交通

体系をいかに して 整備す るか， どの よう に して輸出淡産物の国際価格を安定
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させ，海外市為を確保 し，拡大するかの」考慮が必要だと指適する。増産を

促進する竹才よパイロッ ト殷坦の設佐が有用で． これ忙近接して公民館．診療

所の施設を付設して効果をあげたいとする。

如流通扱構その他については・華喬の独占的支配から脱皮するために，

肢菜f仙同組合の育成が不可欠だとする。

ともか く． 「ナツョナル ・イン クレス トと開発途上国の意識との調和」が

必要で， 「一番大事なことは，わが国自体が千思万考の上．能勁的な判断を

つくし，至善の行動でわが国の国家主義と閑発途上国の固家主義との接点を

求めることである。」と結論 している。

「地域農業開発への手li直ー一ースマトラでの体埃からJ

村瀬英武（神荼川県）

3 0年前（てスマ トラ 島の マラビー山の中腹 で規那／袋園を管理 した策者は．

戦前のオランダ人が殷菜閉発忙ついてとった方法は．古くさい感もするが，

考え方の一助（てな るとして述ぺている。

まず．管理 していた殷園と その付近の情況について記した後，作目の選定

と原住民との接触との 2項にわけて記している。

作目の選定にあたり ，オランダ人は． 「その地域の気候．土質などを綿密

に調査し、またその地域で原住民が作付けている各種の作物に注目す る」と

し、この場合，現在作られているものはもちろん．かって作 っていた もの，

また全く作っていないも のに付い てまでも ．その理由について校討する。そ

して．現在住民ベースで作られている ものに ついては．集荷と指導奨励をし．

現住足の力と技術では．有利と わか っていても ．栽培困誰なも のを 選ぷ よう

にしたと。その有利さも「収後された作物の翰送．その伐用や積出港の能力

なども考艇し ••… • 多くの場合， 祖 ：及品にま で 股園内 で加工する 。 このため

の施設，理振のための道路．従平員や管哩人の住宅たども ．J災図開発と並行

して述設するの である。」と指適す る。

-2 6-

． 

． 



． 

． 

またこの殷園ではその労力を現住民に頼っていたOO係から．村長たちを掌

握 し． 人夫の供出を確保したと言う。

第二の原住民との接触匹ついては，原住民の イスラム教徒で．その人生観

に独特のもののある点から，彼らの生活リズムを乱すような仕、事の与え方は．

長い眼で見れば失敗妬陥るとする。そのリズム妬も狭い地域どと匠多少とも

差のある点を挙げ．このリズムを乱さなかったことによって．オランダ人は

僅かの員数で植民地を紫握できたとする。また．そのリズムを乱さないため

に．疫園の作業予定を組んでいたばかりか．共同請負方式 （ゴトンヨロン）

をも利用したと。

また．原住民との接触には，地方語匠早く習熟する必要のあること．稲の

多収品種の場合でも ，多収だけ では現地に普及し絹ない諸事情のあることを

指適する。そして． 規那については．オランダ人はヤセ地向き ，肥沃地向き ，

乾燥地向きと．品裡育成を多面I内に行っていたこと ．輪作や草生改良．また

エロージョン対策にまで工夫 していたこ とも指適する。攻股場の共有忙よる

機械導入や， 共同出資による私設試験場の設置忙ついても 触れているc

最後に労務管理について． 屎園では大苦力頭．苦力頭，苦力の系列制を し

いていて， 殷園管理者は直接には苦力に注意を与えなかった し． またオラ ン

ダ政府は苦情処理官をおいていた事実を付け加えていち。

最後に外地では日 本的ベースは通ぜず．彼らをよく研究する必要がある。

そのため妬は原地語に迪じて．村のコーヒー茶屋で．経営者としてのカ ミ、ン

モをぬいだ接触が．大いに役立つとしている。 ・

r日本の海外器林業開発品力の問題点とその解決法
—ー ルソン島における体験か ら」

氏原 柳 ー（ 愛知県）

1 9 6 8年から 1カ年間．アジ銀のコンサルクンとして比国の中部Jレソン。

プラカン州の ARI S地区忙註在した筆者は，湘漑指導を通じて得たこの地
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区での見問をも とに， 開発協力妬 ついての検討と反省を している。

問題点を 2つあげているが．その 1つは， 「政府，民間ペースの協力体制

が，相互に連絡がな く，それぞれ個々バラバラの勁きを して おり ，協力も単

発的であるから，成果があがらない。」とする。

その具体例として，青年協力隊員 (1名 ). 国際的宗教団体の会員 (5名）．

台湾政府の協力隊員 （20名 ）の活動状況を具体的妬詳記 している。しかし，

その成果妬つい ては，台湾協力隊員の場合について引用すれば， 「導入技術

は ， ごく 倍かの ••…• 自作J袋家の圃場に実行されて」いたに過ぎず ． それは

この隊の協カグ）レープによるもので． 「隊員に捧げられたモニュメン トのよ ~ 
うなもので，大多数の農民にとっては無球のもので あったようだ。 」 と記 し

ている。

こうした結果を招いた点として．問距点の第 2をあげる。それはこの固の

土地制度にあるとする。すなわち．股民の 70~8  0％は零細な小作殷で．

小作料は刈分け制忙よっているから，その経営面秘の零細性と相待っ て，貧

しい生活を補うためにI誌業以外の分野で労賃をかせがざるを得ない実情だ と

すろ。との土地制度の固い壁が破ら れねば．問題解決の途はないとする 。

その解決法と して， まず「関発協力組馘の一元化」について提言する。そ

の意味は．協カ グループの組瓶が．各分野の もうらによ ってい るが．水利に

ついても支線以下は不備．輪番田越かんがいと言った実情では．改良稲作の

尖行もおぼつかない。大規模な拭業土木事業には，面と して の圃場，線とし

ての水路の確立が伴わねばならぬとする。

つ智忙「自主的な殷民組織の育成と強化」を提言する。水利を例にとり ．

実情は文字通り我田引水であるから．困難ではあるが水利組合の必要を説い

ている。

第 3点と して 多角経営股家創設の必要をあげ，輪出向け換金作物の導入が

必要だ とし，また，開田．開畑に よる自作腹家の創設と その方策について簡

単に付言 している。
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「韓国における二条大麦（ 醸造原料用大麦 ）の栽培協力に

関する試案」

中山 保（栃木県）

8年ばか り以前．殷林省の依頼によ り蒋国研修員を 2カ月受入れて 二条大

麦の栽培忙 ついて指導し、昨年春（てはポップ栽培の研修に再来日した研修員

を指導 したことから．筆者は韓国の二条大麦について協力を揃感されて この

論文となった。

論文の内容は．研修員を通じて得た知識を中心侭．韓国におけるピール麦

栽培の現況とピ ール麦の特性について ， この論文の大半がさかれている。

まず．韓国のピール麦栽培の立地条件妬ついて， わが（国の祖合 と比較しな

がら．気象条件，土褪条件について述ぺ．栽培の波退は適品種のないこと．

プレミヤムがついていて も引合わない こと，かっての主産地済州島がミカン

栽培に転換したことなどをあげている。

つぎにわが国のピール麦の特性と して． 穂型が 2条である ．春播型である，

吸肥性強 く倒伏 しやすい，高温陀弱い，湿l斐に弱い．発芽しやすいなどの諸

点をあげ， したがって． 韓国の立地条件匹適 したビール麦を得る尻は品種改

良による新品種の育成が必要だとする。

この品種育成匠ついてはわが国の協力が必要であると して．その目標匠つ

いて詳記し ている。まず．水稲作との競合の点から．水稲刈取後に「晩播が

でき ． よく越冬 し． 早く成熱する特性」を．耐寒性匠ついては「春播型のビ

ール麦を、耐寒性の強い秋痛型妬するのが早道で」あると し． 夏作物を安定

させるにはビ ー）レ麦の早熟化が必要であるが．諒国の気象条件からはこの点

は容易でないとする。

つき.trc.麦類との競合；てついて考察し． 「ピール麦の殺粒をたて割りする技

術が導入さ れれば」 ビール麦の大粒妬 よる坂用の難点は解消す るとし．つぎ

に病害については ピール麦の縞矮縮病． ウドンコ病に罹病性の点から ．耐病

性品種育成の重要性を指適する。さらに醸造用品種の育成に当っ ては．早期
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にピール会社との辿けいが必要であ り．交配の初期世代からの原料としての

適否，，周査が会社側忙よってなされねばな らぬとする 。

波後応わが国との技術交流の問函を提起し． ビール表匹ついては今迄な

んらの技術交流がなかったが．臨国の実情から．その増産を達成する には．

特に品種改良に助力するとともに，醸造用検定機器や激具類の贈与なども伴

わねばならぬとする。韓国においてピール麦の増産が予想以上に達成されて

も．わが国の自給率は 20~3 0 %と低いのであるから ，こ の点は問題と す

る妬足りないと結んでいる。 ． 
r友好のきずなを技術協力でJ

高田 滋 （北海道 ）

まず筆者は． 「経済協力は長期的妬みると••• • わが国の一方的な棧性によ

って成り 立つものではない。特に何ら資源のたい日本にとっ て， この汗源の

安定確保と いう 璽要な意味をも っている。」点を指適 し．それにもかかわら

ず．政府の開発援助額は少ない。このため民間の「企菜活動が優先し，奉仕

的な要素はうすらぎ，企業の性格が表面に」出てくると する。

しか も，わが国の高度経移成長vc伴って．社会的妬ある種のひずみが生れ

てきており ．八間社会についての配慮が欠けようとしている。こうした状態

で協力を進めると ．相手の固の民族性，生活恨習を無祝 しがちになる。 その

結果， 「相手国から期待したような評価結果が得られないばかりか．感情的

な摩掠を起しかねないこと匠なろ。」

しからば，相手国に受け入れられる協力とはなん であろ うかとし，本論の

経済弘力の猜本姿勢について論 じている。その第 1点は． 「相互vc学ぷ立場

で」とし，経済協力にあたって必要な ことは，現実の 「生活の中から生まれ．

その中に融けこんでいくものでなければならず．．．．相手国が必要 とするもの

を吸収 してもらう立場を守る ことが大切である。」とす る。第 2点と して，

「心の融れ合い」をあげ，知識や技術を言葉にするだけで は，相手固の人々
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にと！す こめず．知殿や技術に凝打ちされた人格の融れ合いが相互を結び付け

るとする。

第 3点は 「何を望むかを広い諧r晋から」探ることだとし．イランのマイ ク

ロウェープの援助などが．ほとんど大衆に知られていなかった点．また日本

の大使餡の広報活動の不十分な点たどをあげ． 「人と人のつながりを大切に

しようとする努力を常に」払う必要があり ，このため妬は先進国として途上

国の総合開発計画に参画することも必要だと論じている。・第4点は 「新 しい発想で．．．．社会文化活動lても眼を同けよう 」 とし．途上
国の求めるものは，わが匡lが．、圧代社会へ と発展した過程であって， これを「

その園なり妬評価 し．理解 し， 消化吸収しようとするもので，すぺてをうの

みにするもの でない ことを忘れてはならない」とする。 このため厄技術協力

においても ・教育 。文化面妬も眼を向けねばならぬとする。

． 

つぎに具体的iて技術協力．を進めるに当って必要な．つぎの 4点をあげる。

(1)総合 プロジェク トの確立。具体的忙は事業〇推進のため忙「企画調査研究

機関を．実施機関とは独立させて設匿し，経済批力事業の総合プロジェク ト

を樹立する こと」だと し，企画調査研究の必要性が論じられる。ただし． こ

の場合．相手国の民意に根ざした．血の通ったものである ことを付言してい

る。

(2)経移協力の中心は技術協力である こと。途上国c．技術水準の向上には教

育問返と凋係が深 く．技術協力には「中堅技術者の疫成とエリ ート 教育の 2

つの面のある こと」を指適し． 今後の援助には．専門技術者の養成機関の併

設を提案している。また．途上国陀とっ ては食祉の自給態努の確立か急務で．

わが国のモデル殷場もその役割をになってきたが， この堀合．煤民の実態を

分析 ・把握して．農民の兵に求め ているものを与えねばならぬとする。
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(3)技術協力と専門家の養成の こと。 途上国では．先進国で高度の教育を う

けた人 も少くないが． とか く実際的な技術 ・技能水準の低い場合が多い。ゎ

が国と しては実除忙活動できる専門家の登成に積極的侭取り組んで行 くこと

が望ま しい。

(4)ゆと りのある技術援助である こと。 イランでの見閣をもとに．派遣技術

者に対す る待遇改善．機材費等につい ての現地貨用の必要性が指適される。

最後に，民間先行から政府主導への方同転換とともに．わが国の物質文明

への追ずい傾向を反省し， 今後の協力は技術協力に中心をおき ．発展途上国

と共忙学び，未来を語 り合う場を拡げてい くこ とがわが国の使命であると結

論 して いる。

「日本 。インド ネシア民間合弁畏場における畑作の機椛化

協力に封する一提言J

石谷 栄 一 （北海道 ）

笹者は 19 7 2年 3月に，当財団による民間合弁J設場への巡回 コン サル ク

ントの 1員と してイ ン ドネツア各地の殷場での見聞をもとに． この論文を ま

とめている。内容は檄械関係であり ，以下の ようにデ ィスクプラウ 侭始 り．

作業槻の事故に至る各項目にわたっ ている。

殴初妬，インド ネジア農業と槻械耕ぅんの必要性について述ぺている。 ィ

ンドネツア には特有の雑草と してアラ ン 。アラ ンのある こと は人忙知 られて

いると ころである。殷民は この雑草に手を焼き焼却にた よってい るので， 「

広大た アラン。ア ランの草原が出現 し， ・・・・放棄 した全滅寸前のバ ナナ畑，

焼枯立木等が至ると ころに散見さ れ る」実状である。

これに対 し現地の日 。イ 合弁炭場での トラククーによる耕うん方法，その

後の トウ モロコツの播種作業について紹介 し，現在の貧困な農業が，畑作の

役割利用に まで 発展すること 妃期待を よせている。

この論文の本体は 「投業機械の使用状況 と問題点なら びにその対策」 にあ
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って．以下の各項にわたっ て論じられ ている。

(1)デ ィスク プラウ とボトム プラウおよびローク ベー ク。現地の圃場の状態．

その土壌， 6 0~7 0 cmに緊茂してい るアラ ン・ アラ ン等の事情から鼻 ポト

ムプラ ウに比ぺて． ディスクプラウの利点を一応あげる。難点は深耕の望め

ない点．理想的な整地の得られない点，反転埋没性能の劣る点をあげている。

これに関聯 し． 新懇型ボ トムを装箔 したプラッジュプ Vーカまたは草地用

プラ ウ妬よれば，地表の有槻物は完全に溝底忙埋没させ得るとし，またこの

反転の際．雑草種子をまきちらさないため忙 「WeedHoo・k, Covering. 

Wire等を使用 したり ，ナイフコルク．ディスクコルクの使いわけ ・・・・ プラ

ウフ V ーム後部に装箔したフィ ンプレーキ」の利用をすすめ，現地条件に適

合した新懇型ボ トム あるいはアクッチメ ント の開発が早急（疋必要だと提言し

ている。

(Z)ディスクハロ ー。現地での稼勁率は高いが．粘質土の場合・土痕の水分

状態．風化程度に注意しないと． 「土塊の細粒化が困難とな り． 均平も思う

よう忙ならない」 と指適し，直径約 30 cmの丸太の半割材，長さ約 2mを，

割面を下に井げた匠組み．ディスクハロ ーの後方約 1~ 1. 5mをけん引」 す

る実験を試みて．好結果を得たとしてい る。

(3)施肥 。播種檄。低質金，多人数の集団労働が能率的で確実であった。

(4)リヂャー。カルチペータ。両柚とも利用されているが，問題はきよう雑

物のからみつきであり ．こ の作業が重要であるだけ応機体の強度．構造花

関して開発が必要だとする。

(5)スプレヤー。粉剤の入手難のため．ダスクーは利用できたい。プームス

プレヤーを利用しているが，容鐙が少な く. 500x400m区画の随場で

は少な くとも 5(J O初の作業容量が必要だと指適し．また出穂前後して使うス

ピードスプレヤーは「到達距離が 1Smなので． 結局は トラククーが 2畦分

を踏み倒 している」 実情から．航空防除も考えられるが，これは経済的に引

き合わず， 将来の スプレヤーの弟発に期待 して いる。
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(6)収穫用猥械。収穫は一応人力 忙よっているが． 2畦分 ピッカー。 ハスカ

ーも 導入されている。後者の Vペル トの焼けを防 ぐため(rt.設計上の改良も

必要であるが． 「スリ ップクラッ チ付きのチェ ーン駆動が確実 。安全だと し

ている。コンバイン収穫も現状では経済的でないと考察 して いる。

(7)乾燥機。将来はI災場の経営するカン トリーエレペー クー とともに．港の

クーミナルエレペークーの必要を 指適している。

(8)作業檄の事故状況。特妬 「直作業淡でロ ー ワリンク 取付ビ ンの脱落．ネ

ジのゆるみを ． ．．．．ツースハローで は ツースの 約 3名りの脱落． ．．．． ディスク

ハローではアーパボルトのゆるみ， リヂャーのツールバー変形曲り ， l)柱の

曲り ， ロークベーク ． ロークリハローは均平板取付部の破損． ポトムプラウ

は刃板の折損．刃先の卓耗」等 々をあげている。これに対し， オペレー クー

の教育．機械の修理技術，洗條．再塗装， 海外へ出す機械部品の規格化の必

要が提起されている。

或後忙以上の諸点を要約する とともvc.槻械化には現地の野鍛治技術の指

導が先行すぺきこと，さた［た業工学教育施設の提供の必要が指適されている。

たお，参考文献 として 17館が引用されている。

「日本の海外農林莱開発協力の尚題点と その淫決法

-—特に林業協力について」

武井堅喜雄（長野県）

筆者の勤務する長野県林業指導所へ， 昭和 47年妬ク イ国の森林官の 1人

が研修iて来て， クイ 国の林哀・事情を知った ことから ，東南ア ジアの林菜開発

についてこの為文が書かれている。

したがって，まずクイ国の林業の現状が述べられている。これを要約する

と，（1）森林面積は 3,2 1 3万 haで，f圭1土の約 63%。(2)所有形態は一部を

除き国布林である。(3)施業状況は全森林面禎の 1.4％の 45万 ha にすぎな

い。(4)植生は落葉樹林が 70 %,残 りが常緑樹林。 (5)林業行政は王室林野庁
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一森林事務所一林務事務所の機構からなり ，淑員約 3,5 0 0人。 (6)林業教育

にはカ セサート大学に 3~ 5年課程の林学誼座．林野庁に 2年コ ース の林棠

学校。(7)生産．i肖貨と翰出。全生産類は 3,815,919立方m.その大部分は

国内消貨で． 輸出額は 9%に過ぎない。ただしP チーク 材につい ては．生産

の39％が輪出されている。

つぎにク イ林業の問起点と して．（1）施業面栢の少たいこと。 (2)有用材の蓄

積は しだいに激少 している。(3)林業技術者の数が少ないc (4)チークやヤ ーン

などの利用閑発のお くれ。(5)研究楼関が少なく ．その予袢も不足 している。

(6)加工工場が少なく ． 自給は困難である。(7)林菜教育がおくれてい る。

ついで本論の林業開発協力について玲じているが．第 1点のコロンボ計画

については．まず研修生の受け入れ妬触れている。現状ではその人数の少た

いことから ，林菜試験塙だけに限られているが．実践的な技術の研修が必要

なのであり ． 「研修生の要望が森林の更新法，森林行源調査，伐木躾運材法．

及び木材の利用に」あること から． 「成械については ・・・・，．．固有林での集遥

材の作業現場へ． 木材加工妬ついては…．．． 裂材工塚．チップ工場， パルプ

工均等」 へ行かせ．をた地方の林業試険場や民間会社をも利用すべきだとす

る。

．
 

また研修期間も 6カ月では短かすぎ，少なくとも 1年以上とす ること。受

け入れ奴も少なく とも 1園 10名とし．各園のプロジェク トに応じた人材の

研倍という制度にすることを提言 して いる。

研侶に要する資金にも民間の協力があっ てよく ．東南アジア，で林菜開発を

してい る企業などは率先して，無料で受け入れてよい のではな いかとしてい

る。

つぎにわが国からの専門家の派逍夜ついて． 「広い意味でのブロジェクト

的な考え方に立って遂行できるようた派遣方法を」とらねばならぬとし，具

体的にク イの研究協力の裟請が多岐にわたっている点を引用している。

第 2点は企業ペース の杭力についてでをるが． これには伐採跡地更新の問
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題やチップ工場や裂材．製紙工場に対する問題があるとする。更新問題につ

いては「採算を考えれば．大面積の伐採を必要とし．伐採面積が大きくなれ

ばなるほど．再造林匠対する投資」の増える矛盾を指適 し． また加工工場に

ついても 経営に必要な条件の不足をあげている。

そうした 実情から．わが政府を企菜をバックアップする必要を指適する。

しかし．相手国の受け入れ体制の整備もこれに伴わねばならぬとする。これ

には地域的にその社会組敬．経済組織改善のた めのプロジェクト的なものの

実施が考えられねばならず．また熱帯殷林業閑発センク ーとでも言うべきも

のが必要だ とす るn もし資金面妬問語があれば． FAOなどの第三考的成関

に秘極的に協力してもよいのではないかと提言している。

ともか く． 開発協力は．相手の意見を芍重 し． 誠意をもっ てすべきだと結

んでいる。

．
 「濯水施設と開発」

岡部 禄 （静岡県 ）

水と戻業の洲係を．まず水の循環作用から説きおこ し．特に水不足の地方

の消発と水の問題の密捗性を指適 し． こうした地方におけるJ没尭物の培産は

濯水に よって左右される とする。そして．人工灌漑の技術 として米， プラジ

ル，各州．中近東．欧州等に沿けるスプリンクラ ー湘水の発達をあげる。

また灌水は施肥，薬剤消苺 ，防蒻，防塩害にも必要であり ，その自動化へ

の動向をあげ，灌水の動力瀕には露力 ，油，風力があると し，その施設の種

類と しては，設備の点からは固定式と移勅式，方法の点では時間式，湿度応

動式が ，また器具の点からは屯硲弁式 ，楼械弁式があるとする。 各式の長所，

短所を指過 した後 ，その総合方式もあ るとして本論には いる。

諭者の あげている盤度応勁自動総合濯水装置の意 図は， 「水の節約と過盤

障害排除の一石二烏の効果を ，湿度に応じて灌水する」こと 忙あると し，こ

の装置の要点として 15項目 をあげている。主な項目だけをあげると ，（1）中
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央で各弁並にスプリンクラーの作物が監視できる程度の 1地区とする。 (3)1 

灌水地区の広さを 33 ha位妬し ，これを細分 して 順次灌水する こととする。

(7)故諒が起きた時は中央でわかること。 (9)肥料液の混合が弁の勃作で出来る

こと。 (1 3)配管 ，配線で耕作に支諒のたい こと。 (15)混水は時間灌水 ，

滉度応動湘水のいずれ も出来る設備であること ，としている。

つきWこ機械弁と屯磁弁を比較 し，前者は 「ジステム が術単！てなり ，故腐名の

起ることも少なく ，．．．．監視員も少な くてすむ等の利点や設備費の安価」の

点があると し， 後者（てついては「配管質が 30％程度安 くなる。湿度応動を

行う堵合，電磁弁用の配線を共同出来る」利点のある反面， 「弁の数が檄械

弁の 4倍も必要となること ＇ コイルの焼損故瞬の起る こと，自励悠が複雑に

なること ，設備役のかさむこと」等の欠点をあげている。

続いて ，現在わが国で行なわれている固定式灌水匠ついて ，室内 ，室外匠

わけて述べている。 室内とは一般混室その他であるが ，特に礫耕あるいは水

耕栽培の埒合の注意が述ぺられ ，室外すなわち畑灌水の塔合iても ，水脊源節

約の点から将来，滉度応勁灌水の必要を進適している。これに関聯し ，機械

弁すなわち自動切換給水弁の原理と構造がくわしく説明される。論旨は再び

畑濯水にもどり ，烏取砂丘 6ha についての槻械弁妬よる礫耕の実例をあげ ，

その設備が詳述される。また， 檄械弁と電微弁の併用の例と して ，高知県あ

るいは九州地方の例なるものがあげられ ，その設備についても 詳述される。

以上の実例をふまえて ，よh簡単な準理想的な方式は ， 「湿度を検出する

滉度淡出器と ，これに応じて該個所にのみ給水する応勁装置が必要であり，

これを小規模の場合には水道から 遥磁弁をもっ て行うことが出来 ，横械弁を

加えて広区域匠おいて経済的匠行うこと」であるとし ，考察された テンジ ョ

ンメークーの構造やその性能について詳述される。

最後に 「海外農林業開発協力のあ り方」 の項を設け ，詮者の訪れられた各

国，フィリピン， ジンガポール ，香港，欧州各国 ，米国 ，塚州 ，クエー ・ト，

プラジルなどの濯水妬ついての実情 と要望などに触れ＇ 「以上のような 惰塾
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から日 ，米 ，濠三国の特許を有する自動切侠給水弁 と自勁恐水装骰 ，湿度応

励自動Iit水装置をもって， 技術ならび陀恰出ycついて海外の礫耕栽培 ，一般

殷林業の自劾灌水等妃協力 したい。」と し，この装置：の受け入れられると思

われる国々 をあげ ， 「これら の技術た らびに、ンステム のより よき 開発向上に

精進 し，国益に貢献 したいと 祈念 して」こ の論文を結んでいる。な お型録 6

葉，明細書 1築が添付さ れてい る。

「日本の海外殷林業開発協力の閑題点と 淫；・丸去

—ー フィリビンでの体瑛から 」

二木 光（栃木県 ）

箪者は青年栂外協力隊員と して ，フィリビン で2カ年間 ，稲作vc従事した

体験から ，フィリビン の実情を回即 しながら ，開発閣h力につい ての問題点を

提起している。

他の論文と同様に ，わが固の援助，特に政府の援助我の少なすぎる点を指

適 しながら ，悔外援助についての理念とは何かと自問 し， 「持てる者が待た

ざる 者忙． ，手をさ しのぺ るとい ーた道義的た勅機」忙求めている。

ついで ，最初の 1カ年の私立大学伐学部での稲作のデモソス トレーツ コン

が，結局は部内のデークと して 止ま る事実妬気付き ，翌年は森村に入 ってデ

モンス トレ ージョン陀励む。 しかし，この場合も波及効果の及ぶ範囲の狭い

の匠気付く。そ うした経過から ，技術協力には ，研究場面 での商水準の技術

匠よる協力ととも陀 ，直接農家に榜す るデモンス トレーク・ーとしての技術協

カの必要を感得す る。

パイロ ット。ファーム妬ついても ，その成果は認めながらも ，民衆との接

点に問題があると し，このため匠け現地技術者の日本研修が効果的ではたい

かとする。ただしこの場合もわが国の受け入れは，施設についても 諧師の数

忙ついても極めて 不十分だと し，さら侭彼等の家族愛を理解 して，ホー ムツ

．
 

．
 

ック匠かからないよう ，愛情をもっ て接せねばならぬと する。
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以上の諸点を前提として ，7項目忙わけて提案している。 (1)淡業高校，大

学に謂師を送る。この場合 ， 「日本人甜師の ，技術に恨らず ，人格 ，アイデ

ィア ，態度の与える影恕は大きい」とし，技術ばかりでな く広い祝野を採っ

た人材の務成を説いている。 (2)殷業・祁及員養成所を新設し ，現地普及員を委

成する。これは普及を効率的にするものであり ，さらには周辺峻家のクラス

を設け ，村への出張講義などもなされてよいとする。 (3)地埃単位の開発計画

を進める。地域の決定は中央殻関と一体になってなされるぺぎであり，地城

に応じたプロジェクトをたてる。坦合により バヤニハン（わが国のユイ）を

利用し ，バリオ （村 ）単位のものも考えられてよい。 (4)各国の専門家との交

流を）曽す。 各国の援助が相殺しないで ，むしろ相乗的な効果を生みだすた

めに，複合園のプロジェクトがあっ てもよいのではないか。(5)協力隊を増強

する。開発協力の心髄はこの事業（てあるとし ，その増強ばかりでなく ，事務

局，駐在負 ，調整員の増強をも求めている。 （6)殷産物加工菜を現地に起す。

「発展途上固が ，世界経済の中で生き ていく道は ，軽工菜，加工業をおいて，

他に無い」として ，援助事業の一環にこれを組みこむ必要を指適する。 (7)現

地技術者の日本の研修所を増加し ，拡充する。この点はすでに引用した。

「日本の開発協力は ，まだまだ愛情のあるものとは言えない。開発途上国

国民を ，誠意を持って理解に努め ，国をあげて援助に力を入れよう。」とし

てこの論文は終っ てい る。

rポルトガル領チモール器業開発協力事業実施計画」

正木十二郎（埼玉県）

開発協力実施の具体例として，追者が特にチモール 島をとりあげた哀の理

由は ，この論文に関す る限り不明であるが ， 「J1起業開発好適地を物色 し続け ．

チモール島の現状ならびにその首都 Dili東南地域の瑣境条件が事業内容か

らみて最適であり ，この地域で早急に事業を開始すべき であるとの結論忙達

した」とあることから推察すれば ，かって筆者は この地城を踏査されたので
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あろ う。

まず ，チモ -:-ル島の現状 ，その産業や交通事情が述べられ ， 「原住民は自

己所有の耕地が少な く， ．．．． 我困で生活社度が低 く，食粗不足にあえいでい

る。」とし ，ポ固側も「両国が合弁 して設業開発に当る こと は，最も好ま し

いものと して 大いに歓迎することは疑をさしはさむ余地はたい。 」 と断定 し

ている。

この密菜は両国合弁の開発様iyれてよってなされるが ，出合額は日本側

7 2, 6 7 0万円，ポ匝凋lj3 6, 7 13 0万円とし ，それぞれ事棠を分担する。事

業用地はラロール河流域の約 78 4 ha で，作付予定面積を 66 5 ha とし

てtiい地を造成する。当初の作物と しては水稲と落花生と し， 「第 2次計画 と

して米裾 ，大豆 ，、ントロネグラスの採油，パパイ ン素材や石けん ，ャッ殺活

性炭製造も考える。」とする。

没地造成忙あたり ， どの程度吸械力を入れるかには問題があるとし ， 「（1)

作業が大工事にならぬような土地を賃点的妬選ぶ。 (2)人力を主力と して用い

るための方策を講ずること」の 3点をあげている。

つぎに炭場建設梗概として ，用地の内訳，i酋洛 ，建築物などの施設につい

て述べ ，涜いて，作物栽培要領と して ，水稲および落花生の栽培に閲し ，播

種から収稜までの各作業について詳細に記 している。また生産とその販売計

画については， 精米とその販売 ，落花生の生産とその販売にわけて述ぺられ

るとともに ，年次別のその推移は別表としてまとめられている。注活を要す

る点として ，米価は変動が若る しく ，また含まれている油分の分解は早いの

で，時期を見計っ ては急速に柑米をする こ と，落花生匠ついては種子用はム

キ実にし ，乾燥器に入れて冷暗貯蕨する必要があげられている。

本論文の中心で ある「炭場経営 。管理に関する諸経費」の章では ，種苗投 ，

肥料村 ，農薬費 ，其他汽材貨 ，設業機械貨 ，J災器具賭入費 ，建築貨 ，混場造

成沓材貨 ，殷場造成浅械贅 ，殷場造成農具松 ，建物敷地造成費 ，耕地造成貨 ，

職員給与桜 ，耕作委託殷家手当 ，旅投手当・保険料，事務所 ・宿舎消粍品貨 ，

．
 

．
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通信貨，医療費 ，貨物輸送賓 ，用地借料，事業運営伐 の各項目月l1忙詳述され ，

さらにこれらを表にとりまとめている。

付表から 5カ年間匠必要とする殷場造成と経営妬要する廿用の合計は 1,D 

9 4, 5 D 2. D 6 D円とな っており ，これに対する収入見禎りは 5カ年合計で

精米 388,957,907円，落花生むき実 1,3 1 5, 6 6 6, 3 6 8，円， 総計

1, 7 D 4, 6 2 4, 2 7 5円となる。以上の試算によ れば，こ の経営は十分採算

がとれ ，収支の関係は初年度から残高を残す こと 花なっ ている。

．以上の詳細は 3つの表匠まとめられており ，また付図が 3葉添付されてい

・ る。

． 

「槃帯の農業開発における栽培作物の選択性の問趣点」

松野 ． 正（東京都）

この論文は 「熱帯殷業と太場 エネルギー」 「牒業経営膨態の比較」([)2部

からなっているが ，特に前考iて窟点がおかれている ようで あり ，その結論忙

おいても ，光の利用効率匹ついて主忙触れられている。

すなわち まず Donald氏の言を引用 し， 股業とは「高等植物VCよる光利用

効率を開発する産党である 」観点から ，｝足哭の原点妬立ち戻る必要を示 し，

ついで Bauer 氏の所誇を引用 し，絶対生産磁は熱帯降雨林よりも照葉樹林

が高い点を指適する。また ，Army氏らのj没業発展段階論を引用し ，先進国

では施設牒業と して，第 4段階匠向っているが ，開発園では第 1段階と第 2

段階の混合で進められてい るとする。

ついで本論の第 1部に入り ，さず最大エネルギー利用率の方程式を示 し，

その値は 4.4~6. 2％であるとしながらも ， 「実際の利用効率は ．森林では

総生産で 2..0~3. 5 %,純生産で 0.5~1. 5 %.多年生単原では総生産で

1. 0~ 2. 0 %,純生産で 0.5~1.0%, 1年生草原および作物では総生産＜

1. 8 %'純生産は＜ 1.0 %と極めて低い」としている。

また Paterson氏の植物の生産力と 気候条件の函数式をあげ． 「日射硝を
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温度と雨錆と同様に重要な因子と しており ，また ，日渇度較差も煎要視 して

いる。」とする。

しかし ，一番大きな問題は，乾季の水不足であるとし ，地域の気候的特性

を正確に把握し，適作物を選定すべきだと 言う。 この観点か ら，多 くの文献

から各種の作物についての生産力と歳大乾物増加率を表ー 1にまとめてい る。

さらにJeu-Hu-Chang氏の世界各地の光合成可能婿と作物生産性忙つ

いての推算を引用し ， 「夏期 4カ月間の可能光合成の最も低いのは熱帯であ

り，漏帯より 25％も低い。」と し，熱帝における技術改良の必要を指適し ，

「1年生あるいは多年生作物の方が有利だとするっその他松島氏 ，Schick

氏，Garver 氏，西川氏らの所論を引用 し，塊茎 ，隣茎，麻等の生産と気

湿，日照との関係を論じている。
` i 

つぎに筆者の調査結果から ，インドネツア全体と南スマトラのランポン州

につき ，各種作物の生産址忙ついて比較し ，ランボンではゴム ，コ ーヒ ー，

クバコ ，茎葉作物の適 してい る点を指適 している。

さらに Dijkman氏のゴム ， Sparnaoig氏のオ イル ・パルム ，Ustenko 

氏の光合成作用妬ついての所論を引用し ，光合成作用妃もとず く股業技術の

展開の必要性を強調 している。

本論の第 2部は 「腹業経営形態の比較」についてで あり ，企業l災業と住民

殷菜の比較を論 じてい るっ最初に淡業所得 (z)は利益係数 (C)と資源

(B )を技術係数 (A)で除した ものであると し，つぎの式をあげる。

Z=C+B/A  

C をあげるには ，生赤物の価格をあげ ，生唾賓材の価格を下げることであ

り，Bを大き くする忙は土地改良とともに開墜する こと，また殷業人口を減

らすこと ，土地利用度の嵩度化妬ある とし ，Aを小さくする 忙は ，収星の増

加，労働係数の引き下げ匠あるとする。

さらに千葉氏の模式図を引用 し，企業炭業に適 した作物と住民I此業匠適し

た作物のあることを指適する。また C:r-eaves氏の所論を引用 しながらも ，
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現在では流通過程によ り価格の変動が大き く， その妥当性は抱められたいと

する。

以上の論拠から ，企業殷業の有利性は ，単作形態による生産性の向上，病

虫害防除の適期施行，槻械化の発達 ，生産物の品質の均一性，多年生作物と

加工工場の付設 ，翰送機関の整備等にあるとする。他方 ，住民農業の有利性

は，集約殷業の可能性，家族労働妬よる労貨の低れん性，多年性作』物の副業

． 
的性格等をあげている 。いずれに して も．両者匠は一長一短があり ，一概に

優劣を決定 しがた ＜， 要は地域匹適 した作物の選定が ．経営上第 1に優先さ

るぺきだと している。

最後に作物の選定にあたっては ， 「焉温度たよっても光合成作用が促進さ

れ．要水：最も比較的少なく てもすむ 4炭酸植物を選択する こと」 だと し． サ

トウキ ピ，メイ ズをあげる。また ，地域の気候的特色 ．特にその微気象や反

射エネルギ ー， 日照，湿度較差に径意する必要をあげる。また経営形態の優

劣ょりも ，作物の選択が第一義であり ， 「今後の展業開発には ，もっ と蛋白

資源 ，油脂資源に注目する必要」を指適 して結びと している。

．
 

「油詣作物 （ヒマ）の企業農業プロジェクト試案」

秘野 正（東京都）

熱帯地城の開発には企業経営式のものも考えられてよく ，また ，わが国の

現状として， 植物油脂の輸入が望まれることから ，各秤油脂作物の中からヒ

マをとりあげて論じたいとする。

まず ，各種の油脂作物『一ついて ，含油絨，生産量，用途等につきー表匠ま

とめ， つい で油収鼠について比較 し， ヒマの有望性をつぎのよう忙指適して

いる。 (1)油脂漿が高く ，熱帯では 3年間 ぐらい更新して利用できる。 (2)機械

化営腹の可能性がある。(3)熱帯で特に被害の著る しい獣害がない。 (4)油抽出

の操作過程が容易である。

つきWて世界の油脂資源につき ，年次別にその生産漿をまとめ ，動物油脂に
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比ぺ ，植物油脂の伸びを指適する。さら匠ヒマにつき ，各国の栽培面租と生

産祉を年次別にまとめ，ヒマ はその大部分が住民！点業に依存 しているとする。

またヒマの輸出入の推移について，世界主要国に ついての絣計を 2表にまと

め，わが国は主にヒマ 種子で栓入しているとする。

わが国の場合 ，特妬 ヒマ油とヒマ 種子の拾入批 とその価格について述ぺ，

ヒマ油は 19 7 3年5月現在で 30 0円／k9を越え，インドとプラジルから

の翰入が主であり ，ヒマ種子の 輸入は 5~ 6万トンで ，大綿分がクイから ，

価格は 19・ 7 3年に入 って急上昇 し，5月現在で 15 0,.0 0 0円／トンの事

実をあげている。

さらにわが国の殷産物輪入頷をあげ ，現在のところヒマの占める割合の小

さい点を指適 している。

つ姿に油脂の需要の助向と予測忙触れ ， 「大豆 ，小麦は例外 として ，油脂

も極めて 不足 となり ， 生産砥の約 4 倍の需要位が予想さ れ…•その需要紐は

1 6 9万トンJとし ，さらに ，世界の油脂・「伍要について触れている。この点

で注意されるのは ，先進国忙比ぺ後進国の伸びの事実であり ，世界の需要砒

は 19 8 5年妃は 5,7 2 0万トン との予測を引用 してい る。

この誼文の主体と思われるピマの生咤斌については，耕地＇砕土以下 1;4項

目について ，ヘ ククール当り米ドルで ，合計 88. 6 6ドルと 試算してい る。

この点をさらにイ，ンドネ、ンアで 2,0 0 0、ヘククー）レの企棠経営を資本金 100

万米ドルでなすとの前提で経済評価をなしている。すなわち ，殺械設備貨，

建物建設＇伐 ，閑発に要する人件吋，消耗貨その他について 詳細な見租表を付

し，さら にこれを閲発資金ぐり表．開発損益明細表 ， 開発 I ·R ·R•計画書の 3

表忙まとめている。

最後妬その経済評価として ，つぎ の 4項目にまとめている。

(1)イソドネジア国への寄与として ，

(a)イ国の外領閑発妬寄与する（ジャワ本島では股園閑発の余地はない ）。

(b)雇用檄会を増大し ，かつ安定させる。
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(c)法人税として 5年間陀 442,792米ド；レの収得がある。

（心翰出税として 8年間f'L4 5 0, 0 0 0米ドルの収得が ある 。

(2) 1 0 0万ドルを投資する経営主！ては ，栽培淵始後 9年目陀 ，こ の借入金

が返済でき ，しかも純益 913,865 ドルが残る。また ， 1 0年後からは

毎年約 27 0, 0 0 0ドル（ 法人税こみ）の利益が可能である。

(3)わが国と しては ，開発輸入が可能であり ，これ妬よって市場，流通の安

定化が計られる。

(4)経済評価の結果は内部収益率 I・R・Rは 35％であり ，こ のプロジェクト

は怒済的妥当性をもっている。

以上の試算の結果から ，油脂需要増の傾向から ，磯械営農方式をとり入れ，

新品種を育成するならば， 「石油原料忙代る工業原料と して，ヒマ油が大き

く浮びあがる可能性」が考えられると結んでいる。

． 

「海外農林業開発枇力への私見J

矢 嶋 良太（岐阜県 ）

箪者は戦前，北漢の開拓殷業陀関係したことがあり ，戦後は直接には開発

協力の経験がな いが， 過去の 開発協力が必らずしも成功しているとは思われ

ないの で，この論文をまとめたとする。

第 1に関発協力の既念忙 ついて考察する。 今までは経済協力を第 1義とし ，

殷林業の開発協力は二義的忙考えられがちであった。か って， 涸州開拓iて当

って五族協和が強調されたように ，今後の協力妬は 「相互の理解によ る創造

的で，しかも永続性のある技術協力をお しすすめ」こ のため竹．は「青年限の

酋起をうなが したい。 」 とする。

第 2に開発協力のあり方が考察される。戦後 ，自由主義の下で ，政府 ．民

間企業 ，個人の詞発協力がバラパラでなさ れたので ，開発協力の振念が徹底

したかった。このため行きすぎも あった。これからは地味に ことを進め ．永

い目で成果を期さねばならぬとし ，つぎの 6項目 を提起する。 (1)今後 ，国家
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的に強力に開発協力をすすめねばならぬが ，反動的 な批判を受けることもあ

るので ，この点について菩処する。(2)今までは東南 アジア中心の傾向があっ

たが ，カナダ ，中南米等の地城にも拡大 し． 技術者の派逍 ，肯年庖の移住，

企菜体の進出(IL'国の栢極的対策が伴うこと。 (3)技術者の 2~ 3年の派逍で

は効果は少ないから ，永住を目標としたものがあっ て もよ い。(4)熱帯山地の

股林菜の開発にも摂極的姿磐が熙わしい。 (5)胄年屈の移住忙つい ても積極的

処置が欲 しいC』(6)前項に関聯 し， 秘民は莱民でない ことを望みたい。

前記の第 4 項に帖．J学して ， つぎ（疋熱帝の地域度分が K ・~pp en 氏等の所説

を引用して述ぺ ，続いて廷帯林の杭生について， 熱倍雨林，モンスーン森林，

サバンナ匠区分して ，その特徴が概説され、ろ。また熱帯の土壌尻つい ては ，

(1)せぎ蔀土口が窓外lて砂釈される。(2)酸性土旭が多 く，防植質匠乏しい．っ(3)

至索 ，りん酸，加里 ，酸化マグネ・ンアの少ない土根がオ，，る。 (4)ラテ ライト 化

現象()(5)土1製佼蝕などの特徴をあげ ，耕地の取扱い ，土壌改良の必要を指適

する。

さら妬 ，熱帯の商地では ，かって文明の栄えた例と して， アンデスの イン

ディオ文化 ，芽アフリカからアラ ビヤ商地の文明 ，エチオピャの建国等をあ

げ，烈帯高地の焼畑殷業の成立事情忙説き及んでいる。以上のことから ，熱帯

高地でも進歩した火入れ開塾方式匠よれば開発の余地は多いと し，佐々木氏

の焼畑の型と高度匠よる作物の種類を困示 して いる。

かくて ，熱帯地域において ，技術者と してナ・た移住者と しても ，高度の渦

阪地域でし のぎよい生活がでぎ ，農業を営むことは ，最も有利な条件ではな

かろ うか」 として ，熱帯高地炭棠を提起している。

「 向発途上国に広く分布す る 石灰r~•項粘土壌の改良について」

大 城蕃信 （沖縄嬢 ）

兜者は沖縄県殷業試験埠で，昭和 43年から 48年にかけ て，県の中南部

幻広 く分布する石灰質誼粘土 （現地では、ジャガ ールと呼ぶ ）の改良匠従事 し
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た。この栢の土囃はインドを始め熱帯地域匹広 く 分布 して いる ので．•その成

果を述ぺて ，熱齊地域の土瀧改良 ，ひい てはその地方の開発に寄与せんとし

ている。

まず ，沖縄県の この土堺の特徴を 14項目匠要約している。その主な項目

をあげると ，（1）全陪 PH 8. 0~8. 5のアルカリ 性で， 塩酸によっ て激し く発

泡する。 (2)粘土含蟄は大体 50％を越え ，極めて重粘かっち密である。 (3)表

陪の腐植含量は低 く． 3％以下で ，腐植陥を説別しえたいこともある。(4)礫

を含まず ．粗砂含僻も非常に低い。(5)乾盤に伴 って大きく収縮したり ，膨制

したりする 。(6)可塑性お よび粘落性が非常に強い。 (7)粘土．鉱物は主匠モン モ

リロ ナ イト からなる 。 (8)母材は泥灰岩と呼ばれる灰色の堆積粘土で ， ；•まとん

ど不透水性であるなどである。

その改良には 「表土の物理性の不良を改良すると同時匠 ，下陀土からの排

水促進も解決せねばならぬ」とし．このため「地域内竹＿多塁に埋蔵されてい

る第 3 紀砂岩をプル ド ーザーで粉砕 し，… • 1 Gアール当り 約 15 0トンを

客土 し，これを原土の表土約 30 cmvc混合する」ことによっ て室内実験でも ，

圃場試験でも好成組を含げたと して いる。

また客土 と平行 して ，下層土の排水不良を改善するため ． 「発泡スチ ロー

ルの廃棄物を利用 した簡易暗きょを 造成 し．これの頂部陀弾丸暗きょを接続

する方法を」採ったとして いる。

この衛易暗きょの実施方法してついては ．さらに詳記しているが ，弾丸暗き

ょはこれ妬直角応 直径約 10 cmのも のであり ．その間隔は約 12 0 cm.だと

している。

改良の効果については ， 9項目をあげているが ，主な事項は予想される よ

ぅ尻 ，滉ったときにも粘着力は非常に小さ くたる ，乾燥時の硬さがぽとんど

消失する ，砕土率が向上する＇排水が良くたるな．どである。砕土率の向上陀

よって， 種子の発芽は良 くなり ．植付も容易になる こと は言うまでもたい。

なお発泡スチロー）レ陀ついて ， 「2ヵ年経過後も施工当時の形を維持 して
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いるので， ジャ ーガル のような霊粘畑土嘩では ，．その効果は長期間持続する

もの」 と考察している。

以上の成約Cもとづいて， 淵発途上固のジャーガルに類似する土壌を改良

しようとする場合の注意恵項を ，つき＇のように ，5項目をあげている。・ (1)途

上国自体が改良を必要とすること。 (2)対象地成の近辺に崩壊しやすい砂岩が

多羹忙埋蔵されていること。 (3)プル ドー ザーが諭送用の大型トラッ クである

こと。 (4)大型 トラククーがあること。 (5)資材と して発泡スチ ロールのある こ

と。

沖棚で確立されたこの技術を ，世界各地にある類似の重粘土嘩 ，特に畑土

唖の改良に役立てたいとして，こ の論文を結んでいる。

「日本の海外腹林業開発協力の活躁点とそ の解決法

-—特にインドネ シ アの外領に ついて」

中田 昌 卯（ 東京都 ）

イン ドネツ アは， 「世界的た食糧の不足傾向の改善と装林百源の供給には ，

大きな可能性をもっていみ。」としてイ国に問題を しぽっ ている。

しか し， その前提と して，開発協力専業を困難にする原因として ，（1）自然

条件 ，（2）交通網の未発達 ，（3）集荷組織の未発達 ，（4）外国の協力の仕方 ，（3基

礎資材の不足の 6項目をあげている。・自然条件については ，雑草の繁茂，降

雨の分布の不掏衡竿，重粘土 ；泥炭性湿地帯の存在などの指適が注意される。

また外国の務力の仕方忙ついては，調査報告喝は多いが ，実施に至らないも

のが多い ， 「小規模でもよいから ，現地の実状妬あった ，実行可能なものか

ら実施 し， 長期計画で行なう必要がある。」と指適している。

つぎに一応 ，開発協力の特性と して，その長所 と欠点を数項目あげている。

後者の欠点として あげている ，収益性の低い点 ，長期 ，低利の資本を必要と

ナる点などが注意 される。

この論文の主体は開発協力の問題と その方法陀わかれている。前者はさ ら
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に一般事項と具体的事例に わかれている。一般事項と しては(1)出資の方法 ，．

(2)対照受益者，（3）事業の規模，（4）調査結果の集積 ・整理 ，（5)協力事業の整理

の各項にわけて論じ られている。 最後の項では 「各社，各人がバラバラ に出

向 くのでなく， 出来るだけ国内で方針を統一し，分担を決めて行なう 必要が

ある。 」 としている。具体的事例としては ，（1)P. T-Balikpapan Forest 

Industries, IT D . (2)北スマト ラ州。トバ湖付近の林業，（3北スマ ト

ラ州トバ湖周辺の トウモロコ、ン，クバ コの試作をあげている。 (1)項につい て

は伐採の免許権に伴う植林の義務面釈について述べ ，その困難性を指適する

ととも花「毎年確実に 1ha でも 2ha でも有用林木の植林を実施」する こ

と，こ れと平行して「実険植林の面禎の拡大を行なうのが効果的」だと 考察

する。また伐採跡地の利用には ，（1）皆伐閑埜を行なって 2~3年農業を行な

い，その浚植林 して森林にもどす。 (2)伐採跡地を森林地と耕作地妬わけ ，後

者を入植地とする。 (3)有望作物の試作実唆が必要だとする。

第 2項妬ついては ，こ の地方ではメ ）レクツ松の生育は良いが ，没地に近い

所では火入れのため焼けており ，耕地と燕縁の所への様林の必要を指適 して

いる。第 3項は ，国際開発株式会社の試作についてであ り，クバコの将来性

に希望がもてるが，そ の生産を安定さす忙は農場経営のできる適地がある こ

とが望まれる。しか し，それに適する平地は少ないとしている。

つぎに後者の淵発協力の方法忙ついては ，最初に西スマ トラ州陀おける西

独の股業普及事業の特徴を述ぺている。すなわち ，比較的少額の資金を合理

的妬利用 している ，ゆっ くりと 確実に効果をあげている ，当初は小規模に落

手し ，放送施設や研修討議によって技術の理解を深め ， ドイツ 側はアドヴァ

イザーの形をとっている。また小さな籾米所を 14 0箇所も建設 している。

5カ年間の実険調査の悛に指導農場の計画をたてて いるなどの点をあげてい

る。

最後に協力の方法匹ついて，（1）カリマン クン。バンジ ャルマツ ン付近．（2)

北ス マトラ 州，（3）西スマトラ 州を特に対象に選び，論旨を進めてい る。 (1)の
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バンツャ ルマジ ン尻ついては，リアムカナ ンの涼漑排水計画やそのダ ムの発

電事菜のあることから ＇今後の問蹂と して， 送屯線の容醤増大の施設改善り・

余剰屯力による製材工場の設置，籾米所の増設ない し能力増加 ，カジュナッ

トの栽培適否試験さらたはその搾油の咋済性訊査など匠協力の問題点がある

とする。

(2)の北スマト ラ州VCついては，その地勢，経営形忠 ，作物を述ぺた後； （1) 

園営炭場および企業（内設場のうち ．（a）オ イルパー ム工埠匠ついてはつき．のよ

うに問題が多いとする。すなわち ，蒸熱処理楼の長さの拡汲工事 ．処理時間 ，

仁 と堅果および殻の破片との分別などで ある。 これ匠対 し， ふるいの改良 ，

ナットの最小のものは他妬利用する ，破砕機の台数を噌加 して， ナッ トの大

きさ別匠処理する ， 破砕機の衝翠板の材質の改良 ， 仁分離殺 •D構造の改良 ，

工場の更新対策などの改痒方法があるとする。

(b)ゴム工場忙ついては ，ゴム樹の更新の必要が認められるので ，これ匹対

する資金援助や技術吼力。

(c)茶園匠ついては．ペマタンツャンタル付近では ，改植，肥培管理など改

菩点が多い。

(2)の項では ，企業殷褐の新規開発または更新のための技術批力匠ついて ，

作物別冗その要旨が述ぺられている。

(3)の項は住民農業への協力事業と して， まず ， トバ湖周辺高原の関拓地の

実情と栽培可能な作物名をあげ ，開拓に当っ ての留意事項と して ＇，波状地形

のため楼械開塾の困難性，開堡は経営規模を 2ha程度拡張する ことから焙

手する ，有機質肥料の給洒と して 、；；ャ ワニカ，ク ズ，ミモ ザ，ネぷノー・ キなど

の利用 ，様械の種類を多 くする よりも同一殺種を複数に準備し ，まだその部

品確保の用意をする ことなどをあげている。 さら妃普及事業への協力．，研條

所の建設冗ついても付言 して いる。

最後vc'西スマトラ州妬ついては ，西独が普及事業妃沼手 しているので，

わが園としては企業農場の開設陀あるのではないかと し，その地点と栽培作
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物名をあげている。

rホルスタイ ン唾は日本に最も適した国際的品種であるJ

函原貫 ー （千再痕 ）

この論文は 5章からなっている。第 1章は「ポJレスクイ ン種が選ばれるま

で」 として，わが国死ホルスタ イン種が固定する市 での服史が述べられてい

る。当初導入されたもの尻はホ種の．＇まかvc，ェア ージャ ．ジャージー， プラ

ウンスイス ，ジンメンターJレ ．ジマ ー トホ ーンたどがあったが ，大正の中期

からホ種に落ちついたと し ， •その変遷の具体例を小岩井殷場忙ついて述ぺて

いる。

第 2章は「ヨーロッパの乳牛」妬ついて として，イク リア，ス イス．西 ド

ィッ ，オランダ，デンマーク ，イギリスの乳牛飼養の変遷が述ぺて ある。 ア

メリカと・カナ ダについては特陀第 3章が設け られている 。

以上 の第 2'第 3章から興味ある点を引用す ると．イクリア のホ種はアメ

リカ ，カナダの改良種をとり 入れている。スイ スではその山地である点 と草

生の関係から ．ジンメン クール ．プラウンスイ ス種が多い。西 ドイツではホ

種は乳肉兼用種と して改良され ．基礎牛にはオ ランダか ら輪入されたものが

多い。オラ ンダではむしろ小型で， すっき りした乳牛を見かけた として いる

が．北部では雄大な体格のもの とある。デン マーク は気候的には恵まれてい

ない関係から ，欧州では畜産匠最も力をいれており ．輸出も各国へ向けられ

ている。 1 9 7 1年の統計ではホ種が 45％を占め ，これ妃ついでレ ッドダ

ーニッジュ種が 3 6％を占め ている。なお当国の メーラー博士の改良方針が

付記されている。イ ギリスでは従来から乳用牛としてエ アーツア ，ジャージ

ーの両種があったが ， 1 9 3 6年頃からホ種が見直され ，交配に よる 育成が

進み ， 1 9 7 1年の統計では 57％を占めるvc至っている。 しかし ，乳牛 と

して の改良はまだ完成の城尻達 していない。

アメリカ のホ種改良は 1,8 0 0年代に輸入された 8,0 0 0頭が基礎にな っ
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ている。第 1期の産乳能力の改良で， 1 9 2 0年頃忙は 1カ年の乳姻 3万ポ

ン＇ド応翌した。第 2防は乳址を下げず妬脂肪率の増加侭ついて改良された。

第 3期は祖二次大戟中で ，f,諄Lの淡械化妬伴う礼防・形状の改良であった と言

う。カナダのホ手点は 188 1年じてアメリカから袖入されたものが晶促になっ

ており ，カナダ(/)!乱土妬返した体型の改良かなされ ，ホ種は全乳牛D 8 5'fo 

を占めている。

第 4章は「日本のホJレスクイン 種の改良」であり ，昭和 23年 ，日本ホル

スクイン登録協会』り立後の経過が述ぺられている。改良vc関しては，特忙昭

和 42年の北茄道の改良目係なるi)のが引用されている。わが国のホ種は乳

祉だけでな く， 肉の生産にもー役買ってその体格は雄大匠なったと してい る。

彼後の第 5幸は結びであり ，わが国で改良されたホ稲は ，ア・シア諸国の乳

牛の払礎牛となり1←ける可能性があるとする。その論拠と して， 各国も乳牛は

ホ秤が主力を占めるようになり ，またわが国のホ種は「海洋性で湿度の高い

気候風陀．」 適応するように育成され ， 「乳走砒匠おいて も脂肪半において も

他品稚にすぐれてt、へる。」 「ヨーロッパで各国が一致団結 してホ 種を改良 し

て，その増帝を計り ，牛乳と牛肉の需要匠応ずる努力をしているように ，ァ

ジアにおい ても，日本が中心となり ，乳牛と して歳も改良の進んだ日本ホル

スクイ ン的を哨産 し，．．．． 開発国陀対 しては，経済援助だけでなく技術援助

を行ない ，まず乳牛品種の I所］発に努力すぺき であらう。」としている。

．
 

．
 

「カントウ大学我学部校舎供与と熱帯埠莱開発に ついて」

川本信之（東京都）

この論文は ，筆者の在勁 した南ペトナム。カントウ大学股学部への校舎供

与の経緯と ，これに関連する熱帯殷菜研究所について述ぺたものである。

まず ，南ペトナムにはサ イゴンに国立牒業拭験場があ り， 立派な報告書も

出版さ れている が，民間指導妬どの程度役立っているか疑問だとする。つい

でダラ ットの試験場 ，サイゴンの水産試験場とその 7カ所の支場の実惰を述
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ペ，カントウ 大学股学部の拡張 とともにその技術の普及の必要性が痛感され

る匠至る。

ついで ，他固の援助の実態に触れ ，アメリカはサイゴン郊外陀 20 0 ha 

の土地を選定 し， かつ農学研究のための狡舎を建て ．オランダは Lasa泣こ立

派な高等工菜学校を設置 し，西独もそう した動きを とっている。しかる匠 ，

わが国は建設物供与禁止の方針か ら，資機材の供与陀止まっていた。

幸い上記の禁止が解除尻なったとiiijき ，かつ，大学の学部増設 ，学生数の

増加に より ，校舎拡張が必要となったので ，大使館と協議 し，またサイゴン

でAPUの浬催されたのを被会匠 ，岸会長等にその必要性を懇請する。か く

て， 19 7 2年 8月匠 ．ヴェトナム政府から ，東郷大使を経て，正式陀要請

状が提出された。

ついで 19 3 7年I'(Xuan学長の訪日となり ．直接に要諸さ れた結果 ， 1 

9 7 3年 8月匠この件は「我政府に より正式匠承認され ，いよい よ校舎建築

が実現する遥びと なった 」と 言うのである。

第 2点は この大学に付設される予定の国際熱帯農菜研究所についてである。

これ につい ては，縫常伐の出所のこ ともあるので ，当分は南ヴェトナムとわ

が国だけの熱帯J災業研究所とし ，これ忙股菜実務者訓練部を付設 し， また ，

ゎが国からの熱帯股菜研究者を受け入れるようにしたいと提案して いる。敲

後妬 ， 「呻き ご支援をたまわった岸信介先生ならび匹千葉三郎先生 と，日越

両国の学染経験者等の集りに より ，熱慮実行せられるよう希望 している。」

として，この論文は終っている。

「日本の海外製林業開発協力の問謹点とその解決法

特に塘業開発について」

岡本哲郎（神奈川県）

まず，筆者は今までの海外朕林業開発は「世の動きにつれ ，資源開発に対

する考え方が政府 ，民間とも短い間に変り ，長期 ピジ ョンにたっての開発は
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望むぺくもなかった」点を指摘する。また ，各界の論文や意見は多いが， 「

マクロ的 ，評論的であって，ミ クロ的，実際的のもの陀乏 し」 かったとする。

その例としてプラジルヘの移民匹対する政策の不備をあげる。

そうした親点から ，開発の問蕗点と して， 具体的匠イソドネジアにおける

糖梨開発の例をあげている。その第 1例は西部、ジャワ州の糖業開発匠対する

沖甜の協力である。沖細の業者としては 資金がないので ，D社が直，力 し， 通

産省の一次泥品閣発助成金を祷て ，用地調資はなされた。 しかし， D社は中

小企業たので ，資金関係匠ついては大手商社に協力を求めたが拓られず ，

応現地で合弁会社を設立したものの ，事業は足踏み状態であるという。

第 2例忙 セラム島妬おける栖菜開発についてのわが園の失敗をあげる。こ

の呑合は ，プラン トの出荷体制は整ったが ，栽培計画の方が進まなかった。

「むしなプラントを贈入する前VC，関兎，湘政，肥料 ，殷薬など」の資金

が先行 しておれば ，失敗しなかったと思われると してい る。

さらに ，殷業開発匠は調査ばかりでなく ・ 「相当長期聞の試作や天候の影

響などを十分妬調査する必要があり」また ，市忠閲係，農民の慣習などの環

境調査も必要であるが，こうしたこと妬対する資金が谷易妬得られないので

失敗を招くと指摘している。

以上の前提から ，解決方法としてつぎの 4点をあげる。 (1)海外からの胡発

の必要性の要求。 (2)要求に応じて最初の立地条件の調査。 (3)右の調査厄より

堵 1段階と して の試険開発。 (4)試験関発の結呆Vて基づいての本格的関発の発

足。

そして問題となるのは(3)と(4)項であるとし ，これ祀ついて詳論している。

(3)項妃ついては ，林業凋発の場合も ，伐探後の方策と しても， 予定地内での

試験が必要であるが ，D社の椋業両発の例でも「予定地から約 20キロの所

の他の製糖工場が甘保栽培を してい るとしても ，やはり予定地内での試験栽

培を」しなければ実体はつかめ絹ないの妃 ，その脊金調達は考感されていな

い。これには長期燕利子の融ftまたは国臨補助が必要7どとする。
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(4)項の本格的開発に入った場合は ， 「長期低利ではあっ ても， 確実に伯務

返済の見込みが砲立されなく てはならない。」とする。経院性を無視 しての

開発はあり律ないからで ある。ただし この場合，中小企菜匹も 開発 を実行し

易い融資の道が開かれていなければならない。海外経済協力品金ば銀行的性

格をもち ，担保が投求されるので ，中小企菜に対しては債務保証をする 根関

の誕生が必要だと している。

また ，基金の融洒は 70~8 0％匠止っていて， 残りは高い金利の市中銀

行によらねばならぬので ，結局金利は高 くなってしまう。 「本格淵発への融

資は ，金利年 3~4%とし，・市中銀行の協調融:fなしで ，斯間は 2~ 3年の

据置期間を設け ，最底 10年」の長期でなければならぬ と論じている。

最後v'C'開発の母終目的は「グロ ーバルな観点が ら，全人類的視野にたっ

て の閣 発が今後は必要となる ，…• その国の否源を先づ充足させた後 ， 必要

資源が日本にもたらされる形の開発の時代である」とし， かりに 4,0 ・CO ha 

の甘熊朕園を基盤として製稲工坊｝が設立されれば ，結局は人口約 3万人の町

が誕生 し，これに伴って地域が大き く凋発される点も指摘 している。結局 ，

こうした真の経済曲力を生み出すのが，股林開発の最終目的ではなかろうか

と結んでいる。

「わが国の海外展業技術協力に対する 若干の提言」

● ． 中田正明 （東京都）

緒論として0.T.C.Aの 19 7 3年の報告書から ，研修生受け入れ ．琳門家

派逍 ，竹年協力隊派遣の実紙を ，年次別 ，地域別陀あげ，ついで筆者が過去

4回匠わたり ，主に南および束南アジア地城における視察の感想を述ぺてい

る。

それら視察された国 々は，ラオス，カン ボディ ア， マレ ーツア ，クイ ，ス

リラ ンカ，インド，ネパーJレ．バングラデジ ュ．インドネツア ，フィリビン ，

ベトナ ム，アフガ ニス クンで ある。 この祝察ない し調査の期間匠は ，長短の
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差はある と思われる が，一応 ，上記各国についての，わが国の技術協力の現

状が制単妬紹介され ，その実殺が評価されると 共妬 ，若干 ，問題点 も指摘さ

れている。以上 と蒻聯 して ，インドにおける西独の股業協力また インドネ、ン

アのピマス計画の失敗妬も触れている。

以上の各国の視察たいし調査の結果から ，いくつかの提言がなされる。そ

の第 1は理念の確立匠ついてである。 「従来，南北閤超として援助は考えら

れ，北側の理念が優先 し，一方的に主張されがちで あったが ，被援助側から

の主張も十分lIC..とり入れられねばたらぬ」とし ，バントン 宣言が とり上げら

れ， 「互恵平等 ，自主独立尊踵たど とり入れた基本的原理の確立，援助道徳

綱頷の如きものの検討」が必要であり ， 「今後，東洋道徳などの吟味の上，

抜助哲学が確立」 される ことが窒ま しいとする。

第 2は人材の養成とその確保である。 「大字袋学部出身と言うだけでは不

十分で ，現地研修を 1年以上禎んだ上での参加が望ま しい」とし ，アメリカ

の大学契約制度を引用し ている ．また「海外股菜経談者の大学 ，投業試検場

等において専門分野での再教育」も有杓だ とする。 さらに派逍専門家況対す

る身分保証制度の砲立匹触れ ，その一方法として ，共移制度の必要を論じ ，

固除根関勁務要員の委威，人材鍍行制度の創設 ，研修径学生の現地登用制度

などについても提案している。

第 3点は援助技術の確克妬ついてで ある。その一方法として， 共済制度の

必要を論じ ，国際機関劾務要員の焚成 ，人材銀行制度の創設，研修径学生の

現地登用制度 などvcついても 提案 している。9

第 3点は援助技術の確立匠ついてである。その一方法 としてオック スフォ

ード大学出版の Handbookof tropical agriculture に類 したものの 、

．
 

． 
編さんと ，今さでの報告書 ，研究成績書などの閲係資料のラ イプラリー の設

置を提起している。

第 4点は新 しい援助方式の導入についてで ある。 これは 5項目匠わかれて

いる。 (1)洪業教育協力。途上国はいづれも指導技術者の不足 している 実状か
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ら，各先進国の教育援助の例を引用 しな が ら，各途上国の大学の うち ，特に

援助 を必要 と し ていると 思われ る大学名 を あげてい る 。 (~村落閑発方式。ス

リラ ンカで のデワフワ村落計画 ，インドのダン ダカ ラニ ア・ プロ ジェ クトを

引用 して ，この方式の増加の必要を認めて いる。(3)民間協力。 フォード及び

ロックフェ ラー財団の フィリピン の国際稲研究所の成果等をあげ，またわが

国側 としてランボン のミツゴロ 農場，カン ポ・ジアの磯村高原農場， ピエンチ

ャン の肛叡沢大壺蚕殷揚等の例をあげ，この種の民間協力冗対 し「政府として

も強力 なサポ ート を行 ない ，その自発的 ，永洸的活動を」推進せねばた らぬ

とす る。 (4)国際機剥への協力。(5)援助機構の整儲。 これ尻ついては国際協力

事業団の創設は歓迎すぺ きこと だとする。

最後陀 ，各国民の悲眠 とす る平和の途は遠い感が あるが ， 「各民族は隣人

愛を もって南北問顆解決のため匠，国森経院協力事業の強力 な推進を通 じて ，

貧富の差を1祥消 ，互忠平等，自主独立の楽園を地球上妬建設することこ そ人

類妬与えられた英知であろう。」と 結誨 してい る。

「海外誕林業開発の問題点とその紹決法

―— 寂林莱関係の総合開発機関の設立」

高尾修 一（ 京京都）

この論文は第 1部 ，問題点，第 2部 ，解決法 にわかれてい るが ，第 1部匠

重点がおかれ．第 2部は項目の ら列に終っているc

第 1部の問題点として晟初に石油閲遥が とり あげられる。昨年末妬起った

石油問迫匠対 し． 政府は もちろん各界と も，ろうばい気味であったが， 「昭

• 和 48年度の乾入予定 28,000万トン の内 ，2~ 3割減 としても ． 22.0 0 0 

． 
~25,000万 トン の祗は この数年前の輪入実級であり，．．・・わが固の GNP

から見て ．この石油1社は全沿に して 2％程度であ り，単価が倍 となっても 4

％に過 ぎないから ，このため妬日本経済が危扱に陥 るとは思えない。 」 とす

る。 また産油固は食柾や 日常品が不足 しているか ら， ドルを貯えて も腹は満
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たない故であるから；わが国の食遠不足の現状を考えて， 食糧生産技術で産

油国に援助の手をのぺ，、彼らの食租倍要をその同内 で満た してやれば ，石油

問超解決の稲口はつ くとする。

つき〖忙食柾危機説とその対策が論 じられる。これに対しては ， 大陸別の面

和と人口を第 1表と して示 したがら ，仮り竹ーヨ ーロッパ の人口密疫を 「飽和

状態陀あると仮定して，指数 10 0とすると ，アフリカ ，南北アメ リカおよ

び太洋州のそれは約 10分の 1前後 である」ことから ，困雌はあるとしても ，

「呆団的な異常努力の閑発をすれば，全地域上では，まだ 10 0~1 5 0億の

人口を役」えるとする。さら'fC日本妬近いアジア南部lては広大な未開発地が

残されてい ると して 第 2表を示 し，幸い ：・と異常な経済成長を したわが国の経

済力をこの地方の開発匠向けねばたらぬとする。

さら妬海外悶発協力の心構えとして ，（イ）自 然渫挽への融合 ，（口）民族の融和

り社会悪の是正の 3点をあげ ＇ 特に（口）項では ＇ わが国の朝鮮 ．台湾 ，渦州陀

おける過去の政策を論評 したがら ， 「閲発批力は現地人の民生を第一義と し，

その歴史 ，言語，政治 ，風俗 ．恨習を尊重し ，その中陀融合 し，協和 しなく

ては たらない」と している 。またけ項では ，企業の発展陀・伴い ，経済的独占 ，

公害 ，労拗災害がー副咋物として発生するから ，これ匠対 し 「十分予防措置を

講じておき ，平和で舒ひつたI没村生活」の続くよう匠心掛けるぺぎだとする。

第 2部の解決法としては ，品発務力本部の設社を持唱 し， その様構と業務

内容がら列されて1ハる。つ き汲：，殺菜の各部門にわたる技術餅｀究所の設慨が

あげられ ，各部門の分担項目が示されている。また現地派辿要員．研究所研

究員に対する研究所の設罹をあげ ，その内容と して必要な ．国際交友以下10

碩目 が示されている。

最後(IC'問坦発生の都度 ，委員会形式で運営を検討する唸合過．森研究所の

設冠を念げ ，その内容 として ，（1）渕発適地の調査 ，（口）適当産業の検討 ，わ）プ

ロジニクト 。チーム の細成，（⇒現城協力体制の音理と実粕検討の 4項目をあ
げている。

9

9
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